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競技力向上事業の概要



 

栃木県競技力向上基本計画 推進イメージ 

栃木県競技力向上対策本部の組織図 

1
競技力向上対策本部の運
営

縮小 2,213
１　本部会議の開催
２　強化対策委員会の開催
３　国体(国スポ)視察・調査、対策本部の運営等

2
チームとちぎ育成強化事
業

継続 108,945

とちぎ国体の成果を一過性のものとせず、持続可能（目標：天皇杯順位８位以
内）な競技力向上に向けて、競技団体が実施する強化合宿等に対する助成など
１　傷害保険加入費
２　競技団体に対する助成（41競技団体）

3
有望選手・チーム
強化支援事業

縮小 31,760

とちぎ国体で活躍した少年選手の継続指定及び全国トップクラスの活躍が期待
される選手やチームの強化合宿等に対する助成
１　選手 　：Ａ指定、Ｂ指定
２　チーム ：Ｓ指定、Ａ指定

4
オリパラアスリート
強化支援事業

新規 10,800
オリンピック・パラリンピック等の出場を目指す本県ゆかりのアスリートに対
する強化支援

5
アスリート
就職支援事業

継続 47

成年選手の確保のため、とちぎ国体での活躍が期待されるトップアスリートに
対する県内企業等への就職を支援
１  無料職業紹介事業の実施
２　職業紹介所「とちぎアスリート・キャリアサポートセンター」の運営

6 スポーツ用具整備事業 縮小 2,473
ルール改正や技術革新により整備が必要かつ競技の特性により必要な高額なス
ポーツ用具の貸与

7
タレント発掘・育成
事業

縮小 12,213

本県を代表するスポーツ選手を育成するため、発掘プログラム及び育成プログ
ラムの実施など
１　タレント発掘・育成事業選考委員会(仮)の開催
２　発掘プログラム（小学３年生）の実施
　　　ステージ１（書類選考）→　ステージ２（運動能力選考）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　認定式（エクセレントキッズ）
３　育成プログラム（小４～中３年生）の実施
　　　知的能力開発、身体能力開発、競技体験
４　パスウェイプログラム（中学３年生）の実施
　　　競技体験、エクセレントジュニア・保護者との三者面談

8
次世代アスリート
育成強化事業

一部
廃止 37,020

未来の競技力向上の中心となる世代の育成・強化のため、競技団体が実施する
強化練習会等に対する助成など
１　｢チームとちぎジュニア選手」認定
　　　競技団体の推薦→認定証授与式
２　競技団体に対する助成
　　　遠征合宿や強化練習会の開催等
３　ジュニアクラブチーム強化指定
　　　ジュニアクラブチーム指定
４　中体連に対する助成

9
高体連普及強化活動
支援事業

一部
廃止 13,020

高体連が実施する各種強化支援活動に対する助成
１　高体連に対する助成
　　　専門部基本普及活動
      関東・全国大会開催特別強化
　　　指導者養成　中・高・大連携事業

10
スポーツ指導員
配置事業

新規 36,071
県内指導者のレベルアップのため、自身が優れた競技実績を持ち成年選手とし
て活躍できる人材を指導者として受け入れ

11
チームとちぎ
指導者養成事業

拡充 9,142

41競技団体・全種別の指導者の資質向上を図るための講習会の開催など
１　講師を招いてスポーツマネジメント等に関する研修を実施
２　指導者のガバナンスやコンプライアンスを強化するための取組
３　トップレベルの指導者を招へいして本県の指導者を育成

12
スポーツ医・科学
サポート事業

新規 21,436

国体等においてベストパフォーマンスを発揮するための支援
１　帯同トレーナー（公認アスレティックトレーナー）の派遣
　　（国体(スポ)関東ブロック大会、本大会、冬季大会）
２　トップアスリートサポート（とちぎスポーツ医科学センターの利用）
　　（チームサポート、アスリートサポート、Ｕ18サポート）
　　（ＡＣ及びトレリハ・栄養・心理・医事に関するトータルサポート）

285,140
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令和５
(2023)年度

予算額
（Ａ）

令和４
(2022)年度

予算額
（Ｂ）

比較増減
（Ａ－Ｂ）

備　　　考

285,140 711,982 ▲ 426,842

1 1 0 預金利息

285,141 711,983 ▲ 426,842

令和５
(2023)年度

予算額
（Ａ）

令和４
(2022)年度

予算額
（Ｂ）

比較増減
（Ａ－Ｂ）

備　　　考

282,927 708,579 ▲ 425,652

154,025 326,973 ▲ 172,948

108,945 238,536 ▲ 129,591

31,760 78,550 ▲ 46,790

10,800 0 10,800

47 138 ▲ 91

2,473 9,749 ▲ 7,276

62,253 74,866 ▲ 12,613

12,213 13,329 ▲ 1,116

37,020 47,172 ▲ 10,152

13,020 14,365 ▲ 1,345

45,213 255,214 ▲ 210,001

36,071 231,318 ▲ 195,247

9,142 23,896 ▲ 14,754

21,436 23,919 ▲ 2,483

21,436 23,919 ▲ 2,483

0 136 ▲ 136 廃止

0 2,810 ▲ 2,810 指定管理業務へ移管

0 5,000 ▲ 5,000 廃止

0 19,661 ▲ 19,661 廃止

2,214 3,404 ▲ 1,190

285,141 711,983 ▲ 426,842

 　　大学・企業・民間スポーツ連絡協議会開催費

 　　国体競技用馬借用事業費

 　　非常勤職員設置事業費

 　　女性アスリート育成・強化事業費

栃木県競技力向上対策本部
令和５(2023)年度収支予算書

１ 収入 （単位：千円）

科　　目

栃木県負担金

雑収入

合　　計

２ 支出 (単位：千円）

科　　目

　１　国体レガシー強化事業費

 （１） 競技力の維持・組織運営体制の強化

 ア　チームとちぎ育成強化事業費

 （２） 次世代アスリートの発掘・育成・強化

 ア　タレント発掘・育成事業

 イ　有望選手・チーム強化支援事業費

 ウ　オリパラアスリート強化支援事業

 エ　アスリート就職支援事業

 オ　スポーツ用具整備事業

 イ　次世代アスリート育成強化事業

 ウ　高体連普及強化活動支援事業

 イ　チームとちぎ指導者養成事業

　２　競技力向上対策本部運営費

合　　計

 （３） 指導者の養成・資質向上

 ア　スポーツ指導員配置事業

 （４） スポーツ医・科学の活用

 ア　スポーツ医・科学サポート事業
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支
援

選
手
指
定

チ
ー
ム
指
定

選
手
指
定

育
成
・
強
化

チ
ー
ム
指
定

1
ス

ケ
ー

ト
2
,7
0
0

7
2
0

5
0
0

3
,9
2
0

2
ア

イ
ス

ホ
ッ

ケ
ー

2
,7
0
0

5
0
0

3
,2
0
0

3
ス

キ
ー

2
,0
0
0

1
,3
2
0

5
0
0

3
,8
2
0

4
陸

上
競

技
2
,8
0
0

3
,1
2
0

1
,4
4
0

7
0
0

8
,0
6
0

5
水

泳
3
,3
0
0

3
6
0

1
,4
4
0

7
0
0

5
,8
0
0

6
サ

ッ
カ

ー
3
,1
0
0

7
0
0

3
0
0

4
,1
0
0

7
テ

ニ
ス

1
,5
0
0

3
6
0

7
0
0

2
,5
6
0

8
ボ

ー
ト

2
,1
0
0

3
6
0

3
0
0

2
,7
6
0

9
ホ

ッ
ケ

ー
5
,4
0
0

4
8
0

1
,4
4
0

2
,5
2
0

7
0
0

1
0
,5
4
0

1
0

ボ
ク

シ
ン

グ
2
,3
0
0

8
4
0

7
2
0

5
0
0

4
,3
6
0

1
1

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

2
,9
0
0

1
2
0

7
0
0

3
,7
2
0

1
2

体
操

4
,2
0
0

2
,1
6
0

3
6
0

5
0
0

7
,2
2
0

1
3

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

2
,3
0
0

3
6
0

1
,0
0
0

7
0
0

3
0
0

4
,6
6
0

1
4

レ
ス

リ
ン

グ
2
,2
0
0

2
,2
8
0

5
0
0

4
,9
8
0

1
5

セ
ー

リ
ン

グ
1
,3
0
0

3
6
0

7
2
0

3
0
0

2
,6
8
0

1
6

ウ
エ

イ
ト
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
2
,1
0
0

1
,0
8
0

5
0
0

3
,6
8
0

1
7

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

2
,5
0
0

5
0
0

3
0
0

3
,3
0
0

1
8

自
転

車
2
,5
0
0

6
0
0

5
0
0

3
,6
0
0

1
9

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

1
,6
0
0

7
0
0

2
,3
0
0

2
0

卓
球

2
,1
0
0

7
0
0

2
,8
0
0

2
1

軟
式

野
球

1
,3
0
0

7
0
0

2
,0
0
0

2
2

相
撲

1
,3
0
0

3
6
0

3
0
0

1
,9
6
0

2
3

馬
術

3
,4
0
0

1
,6
2
0

5
0
0

5
,5
2
0

2
4

フ
ェ

ン
シ

ン
グ

2
,3
0
0

1
,0
8
0

5
0
0

3
,8
8
0

2
5

柔
道

2
,7
0
0

1
,9
8
0

7
2
0

7
0
0

6
,1
0
0

2
6

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

4
,4
0
0

1
,1
2
0

7
0
0

6
,2
2
0

2
7

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

1
,3
0
0

4
8
0

7
0
0

2
,4
8
0

2
8

弓
道

3
,1
0
0

9
0
0

7
0
0

4
,7
0
0

2
9

ラ
イ

フ
ル

射
撃

1
,8
0
0

1
,6
8
0

5
0
0

3
,9
8
0

3
0

剣
道

5
,2
0
0

4
8
0

7
2
0

7
0
0

7
,1
0
0

3
1

ラ
グ

ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ

ー
ル

4
,9
0
0

7
0
0

5
,6
0
0

3
2

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

イ
ミ
ン

グ
2
,6
0
0

1
,8
0
0

1
,4
4
0

5
0
0

6
,3
4
0

3
3

カ
ヌ

ー
3
,2
0
0

1
,3
2
0

5
0
0

5
,0
2
0

3
4

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

1
,7
0
0

3
0
0

2
,0
0
0

3
5

空
手

道
3
,6
0
0

3
6
0

7
2
0

7
0
0

5
,3
8
0

3
6

銃
剣

道
2
,6
0
0

4
8
0

5
0
0

3
,5
8
0

3
7

ク
レ

ー
射

撃
1
,3
0
0

3
6
0

1
,6
6
0

3
8

な
ぎ

な
た

2
,2
0
0

4
2
0

5
0
0

3
,1
2
0

3
9

ボ
ウ

リ
ン

グ
1
,3
0
0

3
0
0

1
,6
0
0

4
0

ゴ
ル

フ
2
,1
0
0

3
6
0

5
0
0

2
,9
6
0

4
1

ト
ラ

イ
ア

ス
ロ

ン
1
,3
0
0

3
0
0

1
,6
0
0

合
計

1
0
5
,2
0
0

2
8
,2
0
0

3
,5
6
0

1
0
,8
0
0

2
2
,2
0
0

9
0
0

1
7
0
,8
6
0

競
技

名
N
o
.

次
世

代
ア
ス
リ
ー
ト
育

成
強

化
事

業
有
望
選
手
・
チ
ー
ム
強
化
支
援
事
業

合
計
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1 土 月  木 土 関東ブロ（カヌー〔SS〕～２） 火 関東ブロ（水泳〔水球〕～６日） 金 　 1

2 日 火 金 日 水 土 2

3 月 スポーツ指導員認定式 水 憲法記念日 土 関東ブロ（カヌー〔SL、WW〕～４日） 月 木 　 日 3

4 火 木 みどりの日 日 火 金 月 4

5 水 金 こどもの日 月 水 土  関東ブロ（テニス～６日） 火 5

6 木 土 火  木 日 水 第１回強化対策委員会 6

7 金 日 水  金 月 木 7

8 土 月 木 　 土
関東ブロ（ボート～９日、バドミントン～９
日、スポーツクライミング～９日

火 金 8

9 日 火 金 日 水 土 9

10 月 水 土 月 木 日 10

11 火 木 日 火 金 山の日 月 11

12 水 金 月  水 土 　 火 結団式 12

13 木 競技団体代表者会議 土 火 　 木 　 日 　 水 13

14 金 日 水 金 　関東ブロ（ボウリング～16日） 月 関東ブロ（サッカー【少男】～15日） 木 14

15 土 月 木 土 関東ブロ（なぎなた～16日） 火 金 　 15

16 日 火 金 　　 日 水 　 土
特別国民体(水泳〔アーティスティックスイ
ミング〕、バレーボール〔ビーチバレー
ボール〕～19日、体操〔新体操〕～17日)

16

17 月 水 土  月 海の日 木
　全国中学校体育大会（～8/25）
関東ブロ（バスケットボール～19日、ハン
ドボール～20日）

日
特別国民体(水泳〔水球〕【少年男子】～
20日)

17

18 火 木 日 火 金
関東ブロ（ウエイトリフティング～19日、ソ
フトテニス～20日

月

敬老の日
特別国民体(水泳〔飛込〕～20日、〔水
球〕【女子】～20日、〔オープンウォーター
スイミング〕、体操〔トランポリン〕

18

19 水 金 月 水 土

関東ブロ（サッカー【成男】【少女】～20
日、軟式野球～20日、フェンシング～20
日、ソフトボール～21日、ライフル射撃～
20日、アーチェリー～20日、銃剣道）

火 19

20 木 土 火 関東ブロ（ゴルフ～21日） 木 　 日 関東ブロ（柔道、剣道） 水 特別国民体(ゴルフ～22日) 20

21 金 日  水 金 関東ブロ（体操～23日） 月 木
特別国民体(〔ボート〕～24日、〔体操競
技〕～24日、〔レスリング〕【成･少男子】
～24日、【女子】～22日)

21

22 土 開講式(とちぎ未来アスリート) 月 木 土
全国高等学校総合体育大会（～8/21）
関東ブロ（弓道～23日）

火 金 特別国民体(水泳〔競泳〕～24日) 22

23 日 火 金 日 水 土
秋分の日

23

24 月 水 土 関東ブロ（馬術～25日、空手道） 月 木 関東ブロ（ボクシング～27日） 日 24

25 火 木 日 火 　 金
関東ブロ（ホッケー～28日、バレーボー
ル【少男女】～26日、ラグビーフットボー
ル～27日

月 25

26 水 金 月 水 土
チームとちぎジュニア選手認定証授与式
関東ブロ（バレーボール【成男女】、卓球
～27日）

火 26

27 木 土  火 木 　 日 水 27

28 金 日 水 金 月 木  28

29 土 昭和の日 月 木 第１回本部会議 土
関東ブロ（水泳〔アーティスティックスイミ
ング〕～30日）

火 金 29

30 日 　 火 金 日 水 土 30

31 水 月 木 31

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月

９９月月

令令和和５５((22002233))年年度度競競技技力力向向上上事事業業　　行行事事予予定定表表
第第１１四四半半期期　　（（４４／／１１～～６６／／３３００）） 第第２２四四半半期期　　（（７７／／１１～～９９／／３３００））

特別国民体育大会
（燃ゆる感動かごしま国体）
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1 日 水 金 月 元日 木 金 1

2 月 木 土 火 振替休日 金 土 2

3 火 金 文化の日 日 水 土 日 3

4 水 土 月 木 日 月 4

5 木 日 火 金 月 火 5

6 金 　 月 水 　 土 火  水 第第２２回回強強化化対対策策委委員員会会 6

7 土 特別国体開会式 火 木  日 水 木 7

8 日

特別国民体(テニス～11日、ホッケー～
12日、ボクシング12日、バレーボール～
11日、セーリング～11日、ハンドボール
～12日、フェンシング～11日、ソフトボー
ル～10日、ライフル射撃～11日、剣道～
10日、ラグビーフットボール【少男】～12
日、スポーツクライミング～10日、空手道
～10日、ボウリング～12日、トライアスロ
ン、高等学校野球～11日)

水  金 関東ブロ（アイスホッケー【成年】～10日） 月 成人の日 木 金 8

9 月
スポーツの日
特別国民体(ラグビーフットボール【成男】
～10日)

木 土 火 金 土 9

10 火 金 日 水 土 日 10

11 水
特別国民体(自転車競技〔トラックレース〕
～14日、馬術～15日、ラグビーフットボー
ル【女子】～12日)

土
とちぎ未来アスリートプロジェクトステージ
２

月 木 日 建国記念の日 月 11

12 木
特別国民体(サッカー【成･少男子】～16
日、バスケットボール～16日、ウエイトリ
フティング～16日、卓球～16日)

日 火 金 月 火 12

13 金

特別国民体(陸上競技～17日、サッカー
【少女】～16日、ソフトテニス～16日、軟
式野球～16日、バドミントン～16日、弓
道～16日、カヌー～16日)

月 水 土 　 火 水 13

14 土
特別国民体(柔道～16日、アーチェリー
～16日、銃剣道～16日、なぎなた～16
日)

火 木 　 日  水 木  14

15 日
特別国民体(自転車競技〔ロード･レー
ス〕)

水 金 関東ブロ（アイスホッケー【少年】～17日） 月  木 金 15

16 月 木 土 火 金  土 修了式・認定式(とちぎ未来アスリート) 16

17 火 特特別別国国体体閉閉会会式式 金 日 水 土 日 17

18 水 土 月 木 日 月 18

19 木 日 火 金 月 火 19

20 金  月 水 土 火 水 春分の日 20

21 土 火 木 日 水
78国体冬季大会（山形県）
（スキー～2/24）

木 21

22 日 水 金 月 木 金 22

23 月 木 勤労感謝の日 土 火 金 天皇誕生日 土 23

24 火 金 日 水 土 　　 日 24

25 水 土 月 木 日 月 25

26 木 日 火 金 月 火  26

27 金 月 水 土
78国体冬季大会（北海道）
（スケート・アイスホッケー～2/3）

火 水 27

28 土 火 木 日 水 木  28

29 日 水 金 月  木 金 29

30 月  木  土 火 土 30

31 火 日 水 日 31

令令和和５５((22002233))年年度度競競技技力力向向上上事事業業　　行行事事予予定定表表
第第３３四四半半期期　　（（１１００／／１１～～１１２２／／３３１１）） 第第４４四四半半期期　　（（１１／／１１～～３３／／３３１１））

１１００月月 １１１１月月 １１２２月月 １１月月 ２２月月 ３３月月

３３月月１１００月月 １１１１月月 １１２２月月 １１月月 ２２月月

第78回国民スポーツ大会冬季大会 県予選会・選考会

第78回国民スポーツ大会冬季大会特別国民体育大会
（燃ゆる感動かごしま国体）
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令和５(2023)年度
競技力向上事業実施要項

10…………………………チームとちぎ育成強化事業

11…………………………有望選手・チーム強化支援事業

16…………………………オリパラアスリート強化支援事業

18…………………………アスリート就職支援事業

21…………………………スポーツ用具整備事業

23…………………………タレント発掘・育成事業

24…………………………次世代アスリート育成強化事業

27…………………………高体連普及強化活動支援事業

28…………………………スポーツ指導員配置事業

30…………………………チームとちぎ指導者資質向上事業

31…………………………トップレベルコーチ招へい事業

34…………………………スポーツ医・科学サポート事業

9



チームとちぎ育成強化事業 実施要項 

 

１ 目 的 

とちぎ国体の成果を一過性のものとせず、持続可能な競技力の向上を図るために、国民

体育(スポーツ)大会や各種大会等での活躍に向けて、競技団体の年間を通じた強化・普及

活動を支援することにより、全ての競技・種別の競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

国民体育(スポーツ)大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

３ 事業内容 

 

【補助事業】 

（１）競技団体が行う国民体育(スポーツ)大会や各種大会等の活躍を目的に行う強  

化・普及活動の経費の一部の支援。各競技団体が計画した事業計画に応じて強化

費を配分する。 

（２）支援する経費は、競技団体が行う以下の事業とする。 

① 国民体育(スポーツ)大会や各種大会等での活躍を目的とした県内外の強化練習会

や強化合宿等 

② とちぎスポーツ医科学センターの利用料 

③ 競技力向上の一環となる大会の参加及び、競技力向上等を目的とした大会の開催 

④ 県外強豪チームを本県に招へいして行う強化試合や合同練習会等 

⑤ 発掘イベント及び普及啓発活動（スポーツ教室・体験教室）の開催等 

⑥ 中央競技団体が主催する各種研修会への参加 

⑦ 各種大会等の視察及び戦力分析・データ収集等 

⑧ 国民体育(スポーツ)大会や各種大会等へのコーチ・ドクター等の派遣 

⑨ 国民体育(スポーツ)大会や各種大会等エントリー選手のスポーツ安全保険への加

入 

⑩ その他本部長が認める事業 

 

４ 補助対象 

対象団体が実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、宿

泊費、県外チーム旅費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、ス

ポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるもの。 

 

５ スケジュール 

４月    第１四半期競技団体強化支援配分（全競技） 

    通年  強化活動支援 
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有望選手・チーム強化支援事業 実施要項 

 

≪選手指定≫ 

１ 目 的 

国民体育(スポーツ)大会にて本県選手として特に活躍が見込まれ、かつ全国・国際スポ

ーツ大会等で活躍することが期待できるトップアスリートを指定し、合宿や強化練習会等

の支援を行うことで、本県への帰属意識を高めるとともに、国民体育(スポーツ)大会での

天皇杯・皇后杯上位入賞に向けた選手の計画的な競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

国民体育(スポーツ)大会正式競技に取り組んでいる高校生・大学生及び社会人で、国民

体育(スポーツ)大会等で主力選手として見込まれ、特に活躍が期待できる選手。 

 

３ 指定期間 

指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

４ 指定方法 

各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査し選手を指定する（※指定のみの

選手もあり）。推薦される選手は、指定日を基準に過去２年間に、以下の実績を持つ選手と

する。原則として、個人競技から指定する。 

 

【Ａ強化指定】（成年種別） 

・国内最高峰の大会で上位入賞の実績があり、国民体育(スポーツ)大会、日本選手権

等での入賞が期待できる選手。 

・対策本部長が別に認める選手。 

【Ｂ強化指定】（少年種別） 

・各種全国大会で上位入賞の実績があり、国民体育(スポーツ)大会、インターハイ 

等での入賞が期待できる選手。 

・対策本部長が別に認める選手。 

 

５ 補助対象（※指定のみの選手を除く） 

指定された選手には、国民体育(スポーツ)大会等での活躍を目的とした強化活動のうち、

報償費（コーチ料）、旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷

製本費、保険料、スポーツ用具費、大会参加料、県内に居住するための経費（家賃・寮費

等）その他本部長が認めるものを対象とする。 

 

６ スケジュール 

４月    有望選手の指定 

通年    強化活動支援  
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≪チーム指定≫ 

１ 目 的 

国民体育(スポーツ)大会において天皇杯・皇后杯の上位維持を目指し、各競技の強化の

中心となり活躍が期待できるチーム、かつトップカテゴリーで活躍できるチームを指定し、

重点的に成年選手の競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

国民体育(スポーツ)大会正式競技で、国民体育(スポーツ)大会等において当該チームや

そのチームに所属する選手の活躍により、入賞が期待できる競技に属する大学・企業・ク

ラブチームとする。 

 

３ 指定期間 

指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

４ 指定方法 

各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査しチームを指定する（※指定のみ

のチームもあり）。 

【Ｓ強化指定】原則、次のいずれかに該当するチーム。 

・国内最高峰の大会において入賞の実績があり、国民体育(スポーツ)大会等において

入賞が期待できるチーム。 

・国内トップレベルの競技力を有する中心選手が複数名所属し、国民体育(スポーツ)

大会等において上位入賞が期待できるチーム。 

【Ａ強化指定】 

・各種全国大会（全日本（大学を含む）選手権大会等）において入賞実績があり、国

民体育(スポーツ)大会等において活躍が期待できるチーム。 

 

５ 補助対象（※指定のみのチームを除く） 

指定されたチームは、国民体育(スポーツ)大会等での活躍を目的とした強化活動のう

ち、報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、

通信運搬費、印刷製本費、保険料、スポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認める

ものを対象とする。 

 

６ スケジュール 

４月   有望チームの指定 

通年   強化活動支援 
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№ 指定 競技名 選手名 種別

1 ス ケ ー ト 小 川 拓 朗 成男

2 ス ケ ー ト 上 鹿 渡 双 葉 成女

3 ス キ ー 小 番 聖 夏 成女

4 ス キ ー 横 尾 彩 乃 成女

5 陸 上 競 技 竹 内 萌 成女

6 陸 上 競 技 根 本 大 輝 成男

7 陸 上 競 技 内 藤 未 唯 成女

8 陸 上 競 技 関 口 清 乃 成女

9 陸 上 競 技 大 島 愛 梨 成女

10 陸 上 競 技 水 久 保 漱 至 成男

11 テ ニ ス 今 西 美 晴 成女

12 テ ニ ス 森 崎 可 南 子 成女

13 ボ ー ト 飯 塚 百 合 子 成女

14 ボ ク シ ン グ 平 塚 駿 之 介 成男

15 体 操 山 田 大 翔 成男

16 体 操 佐 藤 優 菜 成女

17 レ ス リ ン グ 矢 部 和 希 成男

18 レ ス リ ン グ 吉 柴 未 彩 輝 成女

19 レ ス リ ン グ 大 関 寛 穂 成男

20 レ ス リ ン グ 高 山 凛 子 成男

21 レ ス リ ン グ 市 川 ア ン デ ィ ー 成男

22 セ ー リ ン グ 小 松 大 悟 成男

23 ウエイトリフティング 山 根 大 地 成男

24 ウエイトリフティング 大 塚 優 子 成女

25 ウエイトリフティング 山 根 緑 成女

26 自 転 車 町 田 颯 成男

27 相 撲 三 田 大 生 成男

28 馬 術 広 田 龍 馬 成男

29 馬 術 鈴 木 直 人 成男

30 馬 術 増 山 誠 倫 成男

31 馬 術 駒 津 眞 希 成男

32 馬 術 増 山 久 佳 成女

33 馬 術 金 城 友 成女

34 馬 術 広 田 思 乃 成女

35 フ ェ ン シ ン グ 伊 藤 大 輝 成男

36 フ ェ ン シ ン グ 京 極 光 志 成男

37 フ ェ ン シ ン グ 中 浦 柚 樹 成女

38 フ ェ ン シ ン グ 大 西 愛 成女

39 フ ェ ン シ ン グ 國 谷 優 奈 成女

40 柔 道 山 本 達 彦 成男

41 柔 道 齋 五 澤 航 介 成男

42 柔 道 河 村 烈 成男

43 柔 道 中 島 亮 成男

44 柔 道 山 口 芽 留 成女

45 弓 道 犬 塚 友 佳 子 成女

46 弓 道 滝 田 実 優 成女

宇都宮市役所

第一酒造（株）

（公財）栃木県スポーツ協会

（公財）栃木県スポーツ協会

国士舘大学

所属

（公財）栃木県スポーツ協会

（公財）栃木県スポーツ協会

いずみ産業（株）

日本大学

（株）カンセキ

順天堂大学大学院

神奈川大学

（株）エイジェック

至学館大学

神奈川大学

本田技研工業（株）

自衛隊体育学校

自衛隊体育学校

立教大学

駒澤大学

（公財）栃木県スポーツ協会

フリーエアースポーツクラブ/FIPS

（公財）栃木県スポーツ協会

大東文化大学

栃の葉乗馬クラブ

小山乗馬クラブ

 筑波ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟｰｸｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

那須トレーニングファーム

上三川町役場

日本体育大学

平成国際大学

日本大学

近畿大学

那須トレーニングファーム

鍋掛牧場

小山乗馬クラブ

上武大学

北関東綜合警備保障（株）

（公財）栃木県スポーツ協会

宇都宮大学大学院

上三川フェンシングクラブ

日本体育大学

明治大学

北関東綜合警備保障（株）

北関東綜合警備保障（株）

北関東綜合警備保障（株）

令和５(2023)年度有望選手・チーム強化支援事業 有望選手

A指定
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№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

令和５(2023)年度有望選手・チーム強化支援事業 有望選手

47 弓 道 五 十 嵐 翔 成男

48 弓 道 熊 倉 拓 磨 成男

49 ラ イ フ ル 射 撃 小 林 郁 弥 成男

50 ラ イ フ ル 射 撃 村 山 敦 史 成男

51 ラ イ フ ル 射 撃 上 竹 強 仁 成男

52 ラ イ フ ル 射 撃 井 黒 友 斗 成男

53 剣 道 原 田 光 成男

54 剣 道 鈴 木 瑞 生 成女

55 スポーツクライミング 川 又 玲 瑛 成男

56 スポーツクライミング 関 口 準 太 成男

57 スポーツクライミング 葛 生 真 白 成女

58 カ ヌ ー 田 原 瞭 太 成男

59 カ ヌ ー 森 山 和 佳 奈 成女

60 カ ヌ ー 富 沢 く る み 成女

61 銃 剣 道 藤 原 考 貴 成男

62 ク レ ー 射 撃 折 原 梨 花 成女

63 な ぎ な た 疋 田 か ん な 成女

64 ゴ ル フ 横 山 珠 々 奈 成女

65 ス キ ー 大 西 美 琴 少女

66 ス キ ー 大 貫 詩 旺 少女

67 ス キ ー 横 尾 錬 少男

68 陸 上 競 技 長 島 結 衣 少女

69 陸 上 競 技 野 村 美 月 少女

70 陸 上 競 技 平 澤 潤 燕 少男

71 水 泳 松 下 知 之 少男

72 ホ ッ ケ ー 篠 原 陵 佑 少男

73 ホ ッ ケ ー 原 慎 太 郎 少男

74 ホ ッ ケ ー 小 倉 青 波 少男

75 ホ ッ ケ ー 齋 藤 輝 少女

76 ボ ク シ ン グ シルバ イエシュア 少男

77 ボ ク シ ン グ 小 林 栄 絢 少男

78 ボ ク シ ン グ 松 田 知 士 少男

79 バ レ ー ボ ー ル 山 口 桂 奈 少女

80 体 操 柏 木 寅 瑠 少男

81 体 操 大 島 凱 少男

82 体 操 富 澤 和 也 少男

83 体 操 片 山 空 秋 少男

84 体 操 馬 場 崇 士 少男

85 バスケットボール 石 川 晃 希 少男

86 レ ス リ ン グ 與 那 城 一 輝 少男

87 レ ス リ ン グ 福 島 煌 天 少男

88 自 転 車 新 沼 杏 菜 少女

89 馬 術 瀧 田 玲 少年

90 馬 術 広 田 大 和 少年

91 馬 術 渡 邉 心 少年

92 柔 道 片 山 涼 少男

栃木県弓道連盟

栃木県弓道連盟

TEAM B-PUMP

日本大学

白鴎大学

関綜エンジニアリング（株）

大東建託パートナーズ（株）

（公財）栃木県スポーツ協会

（株）日本ウォーターテックス

栃木県警察

栃木銀行

北関東綜合警備保障（株）

筑波大学

鹿沼高等学校（教）

足利大学附属高等学校

真岡女子高等学校

石橋高等学校

作新学院高等学校

スウィン宇都宮スイミングスクール

今市高等学校

陸上自衛隊宇都宮駐屯地

林テレンプ（株）

國學院大學栃木高等学校（教）

フリー

足利大学附属高等学校

足利大学附属高等学校

宇都宮文星女子高等学校

作新学院高等学校

作新学院高等学校

作新学院高等学校

作新学院高等学校

作新学院高等学校

今市高等学校

今市高等学校

今市高等学校

作新学院高等学校

白鷗大学足利高等学校

作新学院高等学校

國學院大學栃木高等学校

宇都宮工業高等学校

足利大学附属高等学校

足利大学附属高等学校

作新学院高等学校

那須トレーニングファーム

那須トレーニングファーム

B指定

A指定

鍋掛牧場
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№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

令和５(2023)年度有望選手・チーム強化支援事業 有望選手

93 柔 道 柴 田 陽 少男

94 柔 道 池 内 雷 基 少男

95 柔 道 高 橋 梨 子 少女

96 バ ド ミ ン ト ン 遠 藤 美 羽 少女

97 バ ド ミ ン ト ン 鈴 木 優 芽 亜 少女

98 ラ イ フ ル 射 撃 小 林 和 奈 少女

99 剣 道 大 河 原 彩 香 少女

100 スポーツクライミング 寺 川 陽 少男

101 スポーツクライミング 加 藤 頼 斗 少男

102 スポーツクライミング 篠 﨑 由 希 少女

103 スポーツクライミング 阿 久 津 歌 乃 少女

104 カ ヌ ー 川 村 龍 紅 少男

105 カ ヌ ー 後 藤 紗 世 少女

106 空 手 道 植 田 颯 真 少男

107 銃 剣 道 眞 鍋 翔 吾 少男

108 な ぎ な た 石 田 煌 香 少女

109 な ぎ な た 坪 山 遥 音 少女

№ 指定 競技名 種別 監督名

1 ホ ッ ケ ー 成 男 福 田 敏 昭

2 ホ ッ ケ ー 成 女 渡 邊 あ か ね

3 バスケットボール 成 女 佐 藤 智 信

4 バスケットボール 成 男 網 野 友 雄

5 ソ フ ト ボ ー ル 成 男 浦 本 大 嗣

6 ソ フ ト ボ ー ル 成 女 加 藤 一 秀

7 陸 上 競 技 成 男 ・女 相 馬 聡

8 サ ッ カ ー 成 男 今 矢 直 城

9 サ ッ カ ー 成 男 箕 輪 圭 祐

10 ハ ン ド ボ ー ル 成 男 川 田 俊 樹

11 ソ フ ト テ ニ ス 成 男 女 平 山 一 浩

12 柔 道 成 男 ・女 森 雄 二

13 柔 道 成 男 本 田 俊 朗

14 剣 道 成 男 髙 濱 一 夫

15 ラグビーフットボール 成 男 古 庄 史 和

16 ラグビーフットボール 成 男 鈴 木 文 善

17 ア ー チ ェ リ ー 成 男 女 金 子 卓 矢

ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝOrangeUnited

白鷗大学女子バスケットボール部

白鷗  大学男子バスケットボール部

【 A指定 成男：34、成女：30 】【 B指定 少男：25、少女：17 】

TA Lazo

大田原クラブ

北関東綜合警備保障（株）

栃木県警察

栃木県警察

白鷗大学

宇都宮ヴォルツ

Honda

Honda Reverta

作新学院大学

 栃木シティフットボールクラブ

ヴェルフェ矢板

栃の葉クラブ

チーム名

LIEBE 栃木

白鷗大学足利高等学校

白鷗大学足利高等学校

足利短期大学附属高等学校

作新学院高等学校

國學院大學栃木高等学校

【S指定：2チーム、A指定：4チーム】指定のみチーム：11チーム

令和５(2023)年度有望選手・チーム強化支援事業 有望チーム

S指定

A指定

指定

B指定

宇都宮南高等学校

星の杜高等学校

黒磯高等学校

清原空手道スポーツクラブ

文星芸術大学附属高等学校

國學院大學栃木高等学校

作新学院高等学校

真岡北陵高等学校

小山高等学校

さくら清修高等学校

宇都宮北高等学校

真岡北陵高等学校
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オリパラアスリート強化支援事業 実施要項 

 

１ 目 的 

日本代表・代表候補等に選出されるような本県トップアスリートを強化指定し、強化活

動等を支援することで、オリンピック、世界選手権等への出場を目標とし、さらにはメダ

ル獲得を期待する。また、本県スポーツ振興の先導役として、国民体育(スポーツ)大会に

おける天皇杯皇后杯の上位維持に貢献し、本県の恒久的なスポーツ振興を目指す。 

 

２ 対 象 

日本スポーツ協会加盟競技に取り組んでおり、日本代表に選出されオリンピック、世界

選手権等での活躍を期待される選手。 

 

３ 指定期間 

指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

４ 指定方法 

各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査し選手を指定する。推薦される選

手は、栃木県出身、在住、在籍等本県に所縁のある選手で、本県のスポーツ振興への取組

に意欲的な選手であり、以下の基準を満たす選手とする。 

 

・近年の国際大会に出場・日本代表選出の実績があり、今後も選出が見込まれ活躍が期 

待される選手。 

・日本選手権や国体等での入賞実績を有し、日本代表・代表候補として選出が期待され 

る選手。 

・対策本部長が別に認める選手。 

 

５ 補助対象 

指定された選手には、日本代表選考大会等に向けた強化活動のうち、報償費（コーチ料）、

旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、ス

ポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるものを対象とする。 

 

６ スケジュール 

４月    選手の指定 

通年    強化活動支援  
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№ 競技名 種目、階級等 選手名 所属

1 陸 上 競 技 400m,4×400mリレー 佐 藤 風 雅 ミズノ（株）

2 陸 上 競 技 やり投 小 椋 健 司 （株）エイジェック

3 水 泳 飛込 榎 本 遼 香 栃木トヨタ自動車（株）

4 水 泳 飛込 須 山 晴 貴 日本水泳振興会宇都宮事業所

5 ホ ッ ケ ー － 大 橋 雅 貴
北関東綜合警備保障（株）
（LIEBE 栃木）

6 ホ ッ ケ ー － 霧 下 義 貴
（株）カンセキ
（LIEBE 栃木）

7 ホ ッ ケ ー － 加 藤 凌 聖
北関東綜合警備保障（株）
（LIEBE 栃木）

8 ホ ッ ケ ー － 永 吉 拳
北関東綜合警備保障（株）
（LIEBE 栃木）

9 ホ ッ ケ ー － 狐 塚 美 樹  ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝOrangeUnited

10 ホ ッ ケ ー － 田 中 彩 樹  ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝOrangeUnited

11 ホ ッ ケ ー － 工 藤 優  ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝOrangeUnited

12 ボ ク シ ン グ 57kg級 吉 澤 颯 希 日本体育大学

13 体 操 － 谷 田 雅 治 順天堂大学

14 セ ー リ ン グ ウインドサーフィン 小 嶺 恵 美 （公財）栃木県スポーツ協会

15 柔 道 100kg超級 太 田 彪 雅 旭化成（株）

16 剣 道 － 竹 中 美 帆 筑波大学大学院

17 スポーツクライミング 複合 楢 﨑 智 亜 無所属

18 スポーツクライミング 複合 楢 﨑 明 智 日新火災海上保険（株）

19 空 手 道 形（個人・団体） 本 龍 二 イー・ギャランティ（株）

令和５(2023)年度オリパラアスリート強化支援事業　指定選手
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アスリート就職支援事業 実施要項 

 

 

 

１ 目 的 

全国・国際スポーツ大会等で活躍するトップアスリートや指導者（以下「選手等」とい

う）に対し、県内企業等（以下「企業」という）への就職支援を行うことにより、本県の

競技者及び指導者を確保し、安定した競技力を維持することを目的とする。 

 

２ 対 象 

（１）選手等 

国民体育(スポーツ)大会の正式競技に取り組んでいる選手等で、次に掲げる条件のい

ずれかを満たす者とする。 

① 国民体育大会や全日本選手権大会若しくはこれに準ずる大会に出場したことがあ

る者（団体競技は主力選手として試合に出場していた者）。 

② 本県の成年種別の競技力向上に必要な存在であり、栃木県競技力向上対策本部が特

別に認めた者。 

（２）企業 

県内に本社又は事業所を有し、全国・国際スポーツ大会で活躍する選手等を採用する

意志があり、競技活動への理解と協力ができる企業とする。 

 

３ 事業内容 

 【本部事業】 

職業紹介所「とちぎアスリート・キャリアサポートセンター」において、求人及び求職

の申込みを受け、企業と選手等との間における雇用関係の成立をあっせんする。 

（１）企業への選手等の採用依頼、競技団体による選手等の発掘・勧誘。 

（２）企業に対して求人票、選手等には求職票を競技団体の推薦を得て提出するよう依頼。 

（３）求人・求職に係る情報の公開・管理。 

（４）企業及び選手等にとって有益なマッチングの実施並びに事前面談の日程等を調整。 

（５）採用後、企業及び選手等に対して定期的なアフターフォローの実施。 

 

４ スケジュール 

（１）新卒者 

前年度１月～ マッチング、事前面談の日程調整 

前年度３月～ 企業と選手等の事前面談、合同企業説明会（※広報活動解禁） 

６月～ 採用選考（※選考活動解禁） 

次年度４月～ 採用 

（２）既卒者 

上記スケジュールに関わらず随時、マッチングや事前面談、採用選考等を実施 
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令和5(2023)年2月28日現在

No. 企業名 業種 求人職種

1 (株)足利銀行 金融業 総合職

2 (株)アルファ・クリエイト 物流サービス業 総合職

3 医療法人社団一心会 福祉業（老人介護） 介護職

4 ヘンリーシャインジャパンイースト株式会社 卸売業（歯科用医療機材） 営業職

5 (株)エコアール 卸売業（自動車部品） 営業職、技術職

6 エステート住宅産業（株） 建設業、不動産業 総合職

7 （株）大岩建設 建設業 総合職

8 関綜エンジニアリング（株） 設備工事業 総合職

9 北関東綜合警備保障(株) 警備業 警備職、事務職、技術職

10 グランディハウス(株) 不動産業 総合職、事務職

11 (株)クロサキ 卸売業（理美容器材） 営業職

12 (社福)晃丘会 福祉業（老人介護等） 介護職、事務職

13 (社福)光誠会 福祉業（老人介護） 介護職

14 (有)佐野機工 製造業 営業事務、営業、技術職

15 (株)サンスポーツ 小売業（スポーツ用品） 営業職

16 ＪＡ共済連栃木 共済事業 事務職

17 (社福)真心会 福祉業（老人介護） 介護職

18 （社福）正恵会 福祉業（老人介護） 介護職

19 大協建設（株） 建設業 総合職

20 (有)滝口スポーツ 小売業（スポーツ用品） 営業職

21 (株)デル・コラソン フィットネスクラブ 総合職

22 (株)栃木銀行 金融業 事務職・営業職

23 栃木トヨタ自動車(株) 小売業（自動車） 総合職

24 トヨタカローラ栃木(株) 小売業（自動車） 総合職、事務職

25 （株）南大門ホールディングス サービス業（スパ事業ほか） 総合職

26 初谷建設（株） 建設業 総合職

27 社会医療法人博愛会菅間記念病院 病院 事務職・看護補助

28 藤井産業(株) 卸売業（電設資材等） 営業職、業務職

29 (株)フレンド 福祉業（老人介護） 介護職

30 プルデンシャル生命保険（株） 保険業 営業職

31 ホテルジャパン日光 宿泊業 サービス職

32 （株）野澤實業 建設業・飲食業・介護業 総合職

33 （株）日本栄養給食協会 サービス業 総合職

34 東武建設（株） 総合建設業 事務職・営業職・技術職

35 環境整備（株） ビルメンテナンス業 総合職

36 三井マネジメント（株） 住宅環境改善事業 営業職・技術職

37 ABCロジテム（株） 運輸倉庫業 一般事務・固定ルートドライバー

38 株式会社神戸製鋼所　真岡製造所 製造業、発電業 技術職

39 （株）男体自動車 自動車販売修理業 営業職

40 （株）オータニ 販売職、事務職 販売職、事務職

41 トチギマーケット（株） 小売業 総合職

42 （株）古口工業 輸送用機械器具製造業 営業職、技術職

43 （株）アール・ティー・シー 電子機器製造業 営業職・総合職

44 （株）Reve's サービス業 営業職

45 株式会社カンセキ サービス業

※ 総合職とは、その企業の総合的な業務に当たる職種を指します。

               とちぎアスリート・キャリアサポートセンター登録求人企業一覧
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スポーツ用具整備事業 実施要項 

 

１ 目 的 

  国民体育(スポーツ)大会に向けて選手育成強化や競技普及などの競技力向上を図るた

め、必要と認められるスポーツ用具を整備し、競技団体に貸与する。 

 

２ 対 象 

  国民体育(スポーツ)大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

３ 事業内容 

  競技力向上に資するもので、かつ次に掲げる用件のうち、いずれかに合致する用具を対

象団体に貸与する。 

（１）高額等の理由により、競技団体で整備することが困難なもの 

（２）用具が整備されておらず、新たに整備する必要があるもの 

（３）既に整備されている用具があるが、競技規則変更等による規格外、整備数不足及び 

老朽化等により改めて整備する必要があるもの 

（４）競技人口が少なく、競技の普及促進のため整備する必要があるもの 

（５）その他、競技力向上の推進のために必要と認められるもの 

 

 ※次に掲げる用件のうちいずれかに合致するものは、整備対象外とする。 

 （１）税込み単価 100,000 円未満のもの 

 （２）個人に帰属する性格のもの 

 

４ スケジュール 

   事業の流れは別表のとおりとする。 
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別表 

 

年度 対策本部 競技団体

ススポポーーツツ用用具具整整備備事事業業のの流流れれ

前年度

当年度

次年度

次年度整備希望用具調査

次年度整備用具の審議・決定

次年度整備希望用具調査

整備用具の内定

「整備要望申請書（様式第1号）」

整備用具の決定

整備用具の発注・購入・納品

「借受申請書（様式第2号）」

「借受申請に係る管理計画書

（様式第2号別紙）」

「貸付承認書（様式第3号）」

整備用具の貸与

「借受書（様式第4号）」

整備用具の適正使用及び管理

整備用具の貸付継続調査

※継続して借受を希望する場合

「借受申請書（様式第2号）」

「借受申請に係る管理計画書

（様式第2号別紙）」

「貸付承認書（様式第3号）」

整備用具の貸与

照照会会

回回答答

通通知知

提提出出

通通知知

納納品品日日時時連連絡絡

提提出出

送送付付

照照会会

提提出出

貸貸付付

「借受書（様式第4号）」

整備用具の適正使用及び管理

提提出出

送送付付

貸貸付付

提提出出
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タレント発掘・育成事業（とちぎ未来アスリートプロジェクト）実施要項 

 
１ 目 的 

本県の小学生の中から優れた才能を持つ児童を発掘、身体能力や知的能力を育成し、そ

の能力を最大限発揮できるスポーツを見つけることで、将来は国民スポーツ大会や国際

大会で活躍する選手の輩出を目指す。 
 

２ 事業内容  

 【本部事業】 

（１）発掘プログラム：運動能力の高い児童を見つけるプログラム 

対象：本県の小学校３年生から６年生 

 

（２）育成プログラム：発掘した児童・生徒の能力を開発し育成するプログラム 

対象：令和４(2022)年度までに認定したエクセレントキッズ・ジュニア 

 

（３）競技体験プログラム：発掘した児童・生徒の適性のある競技を見出すプログラム 

対象：令和４(2022)年度までに認定したエクセレントキッズ・ジュニア 

 

（４）パスウェイプログラム：能力を最も発揮できる競技を見つけ選ぶプログラム 

    対象：令和４(2022)年度までに認定したエクセレントキッズ・ジュニア 
 
３ 令和５(2023)年度のスケジュール 

（１）発掘プログラム 

   ○ステージ１（応募者全員が対象、下記の方法で募集） 

７～９月      新体力テストの結果等を基に募集 

 

   ○ステージ２（ステージ１通過者が対象） 

    11 月 11 日(土)   運動能力測定：日環アリーナ栃木 

    12 月上旬  結果を本人に通知 

 

   ○認定式（ステージ２通過者が対象） 

    令和６(2024)年３月 16 日(土)  認定式：栃木県総合教育センター 

 

（２）育成プログラム、競技体験プログラム、パスウェイプログラム 

     ４月 22 日(土)  開講式：栃木県総合教育センター 

      ６月～     各種プログラム実施 

    令和６(2024)年３月 16 日(土)  第５回修了式：栃木県総合教育センター 

23



次世代アスリート育成強化事業 実施要項 

 

１ 目 的 

 今後の国民体育（スポーツ）大会及び各種全国大会等において、活躍が期待されるジュ

ニア選手を対象に育成、強化を図る。また、今後の本県の競技力を担うジュニア選手を対

象に普及、育成、強化を図る。 

 

２ 対 象 

  ・国民体育（スポーツ）大会における正式競技県内 40 競技団体 

  ・中学校体育連盟に加入している競技専門部等及び各中学校に設置されている運動部 

   

３ 事業内容 

 【本部事業】                   

  「チームとちぎジュニア選手」認定証授与式 

    期日：令和５(2023)年８月 26 日(土) 

    会場：栃木県総合文化センター  

  

【補助事業】 

  （１）競技団体が実施する以下の事業に対する補助 

    ①ジュニア層を対象にした練習会・合宿等 

    ②ジュニア層を対象にした強化練習会等において講師・専門家の招へい 

    ③ジュニア層の競技人口拡大のための普及イベント等の開催 

    ④その他本部長が認める事業 

（２）ジュニアチーム指定 

（３）中学校スポーツ活動普及奨励事業 

中学校体育連盟が実施する以下の事業に対する補助 

①中学生選手の底辺拡大や普及育成を図るための普及啓発活動や強化練習会等。 

②中学生の競技力向上に資する指導者の資質向上を図るための指導者派遣。 

 

４ 補助対象 

  対象団体が実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、

宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、スポーツ用具費、

大会参加料、その他本部長が認めるもの。 
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≪ジュニアクラブチーム指定≫ 

１ 目 的 

今後の国民体育(スポーツ)大会等において、活躍が期待される中学生選手を育成して

いるジュニアクラブを指定し、その強化活動を支援することで競技力向上を図る。 

 
２ 対 象 

国民体育（スポーツ）大会の正式競技のうち、令和５年度の全国大会等において上位

入賞するなどの活躍が期待できるとともに、（１）～（３）のいずれかの条件を満たす県

内のジュニアクラブとする。 

（１）中体連に加盟していない競技のクラブ。 

（例：フェンシング、レスリング、ボウリングなど） 

（２）中体連に加盟していても、中体連に所属しない選手のみで構成されるクラブ。

（例：サッカーなど） 

（３）中体連に加盟していても、支援対象外競技のクラブ（例：水泳など）。 

 
３ 指定期間 

   指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

４ 指定方法 

   各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査しチームを指定する（※指定の

みのチームもあり）。 

 

５ 補助対象（※指定のみのチームを除く） 

強化指定ジュニアクラブが実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、

旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、

スポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるもの。 
 
６ スケジュール 

４月     強化指定クラブ選定、指定 

通年   強化活動支援 
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競技名 性別

1 男子

2 女子

3 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男子

4 レ ス リ ン グ 男女

5 男子

6 女子

7 男女

8 男女

9 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 男子

10 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 男女

11 男女

12 男女

13 バ レ ー ボ ー ル 男女

14 体 操 女子

15 ア ー チ ェ リ ー 男女

16 ト ラ イ ア ス ロ ン 男女

令令和和５５((22002233))年年度度次次世世代代アアススリリーートト育育成成強強化化事事業業　　ジジュュニニアア強強化化指指定定チチーームム

高 橋 一 正

チーム名

栃木サッカークラブ Ｕ－15

栃木サッカークラブレディース Ｕ－15

宇都宮ブレックスU15

※　下野サンダーキッズレスリング

ＨＣ栃木

※　上三川フェンシングクラブ

※　ＮＰＯ法人　栃木スポーツネット

※　栃木県ジュニアラグビークラブ

※ 栃木県スポーツクライミング協会（TSCA）

※　清原空手道スポーツクラブ

※　正友会

北 村 誠 一

秋 澤 靖 幸

サ ッ カ ー

　【　指定チーム：12競技16チーム　】　※は指定証のみのチーム

フ ェ ン シ ン グ

空 手 道

監督名

花 輪 浩 之

久 保 田 圭 一

本 谷 篤 司

舩 越 光 子

田 保 橋 光 樹

相 場 平 光

粕 谷 亜 矢 子

伊 澤 成

※　とちぎビーチバレークラブ

※　ドッペルクラブ

ＨＣ栃木 田 保 橋 光 樹

ハ ン ド ボ ー ル

※　宇都宮村上塾

外 松 広 美

佐 藤 晴 美

村 上 晃 史

※　宇都宮アーチェリー協会 宮 下 朋 幸
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高体連普及強化活動支援事業 実施要項 

 

１ 目 的 

  高体連の各競技専門部が実施する普及強化活動を支援することで、競技人口の拡大を図

る。また、中学、高校、大学等が連携して強化活動を実施することで競技力の向上を図る。 

 

２ 対 象 

  高等学校体育連盟に加盟している競技専門部   

 

３ 事業内容【補助事業】 

（１）専門部基本普及活動費 

   各競技専門部が実施する高等学校運動部活動の底辺拡大や普及育成を図るため

の活動を支援する。 

（２）関東・全国大会開催特別強化費 

   本県開催で迎える上位大会を契機に、競技専門部が更なる強化を図るための活

動を支援する。 

（３）指導者育成費 

   高校生の競技力向上に資する指導者の資質向上を図るため、本県指導者を上位

大会や先進校へ派遣することを支援する。 

（４）中・高・大連携事業費 

   競技人口拡大や競技力の更なる向上を図るため、中高連携活動、高大連携活動を

実施することを支援する。 

 

４ 補助対象 

   対象団体が実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、

宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、スポーツ用具費、

大会参加料、その他本部長が認めるもの。 
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スポーツ指導員配置事業 実施要項 

 

 

１ 目 的 

とちぎ国体後の競技力の維持を目指し、優れた競技技術・経験を有するとともに、本県

選手への指導が可能である者を「スポーツ指導員」として雇用する。 
 
２ 対象者 

国民体育大会の正式競技に取り組んでいる選手で、次に掲げる条件のいずれかを満たし、

とちぎ国体において上位入賞が期待できる者とする。 

（１）採用予定日を基準とする過去３年間に、国際競技大会に日本代表選手やコーチとして

選ばれた者 

（２）採用予定日を基準とする過去３年間に、国民体育大会や全日本選手権大会若しくはこ

れに準ずる大会で、個人又は団体で優勝若しくはそれに準ずる成績を収めた選手やコ

ーチなお、インターハイや国民体育大会少年種別等の高校生までの大会成績は、上記

の成績に含めないものとする。 

 （３）本県選手に対して、今まで培ってきた経験を還元することができる者（団体競技は主

力選手として出場していた者）。 
 
３ 雇用者 

公益財団法人栃木県スポーツ協会 
 
４ 業務内容 

  本県競技力向上を図るための業務 

（１）競技団体の強化練習会等での本県選手への指導・助言 

（２）重点的に強化を進めている学校やクラブチーム等での指導・助言 

（３）選手としての競技力向上 
 
５ 配置先 

業務遂行上、指導者として競技力向上に資するため効率的かつ効果的な配置先を設定 

（高等学校(県立・私立)、大学、スポーツ施設、(公財)栃木県スポーツ協会 等） 
 
６ 雇用期間 

  令和５(2023)年４月１日から令和６(2024)年３月 31 日までの１年間 
 
７ 勤務時間 

週 29 時間以内（原則として週５日） 
 
８ 報 酬 

月額 25 万円（年間 300 万円） 
 

９ 社会保険、災害補償 

健康保険、厚生年金保険、雇用保険へ加入。労働者災害保険法の定めるところ。 
 

10 休 暇 

年次有給休暇：10 日（※更新する者は労働基準法第 39 条の定めるところによる） 
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№ 氏名 競技 種別 出身地

1 小川
おがわ

　拓朗
たくろう

スケート(スピードスケート) 成男 北海道

2 上鹿渡
か み か ど

　双葉
ふ た ば

スケート(スピードスケート) 成女 北海道

3 今西
いまにし

　美晴
み は る

テニス 成女 京都府

4 森崎
もりさき

　可南子
か な こ

テニス 成女 茨城県

5 水島
みずしま

　健
たけし

バレーボール 成男 福井県

6 山田
や ま だ

　大翔
ひ ろ と

体操(トランポリン) 男子 埼玉県

7 矢部
や べ

　和希
か ず き

レスリング（グレコローマン） 成男 神奈川県

8 小嶺
こ み ね

　恵美
め ぐ み

セーリング（ウィンドサーフィン） 成女 千葉県

9 竹中
たけなか

　美帆
み ほ

剣道 成女 鳥取県

10 富沢
とみさわ

　くるみ カヌー(ｽﾗﾛｰﾑ) 成女 北海道

令令和和５５((22002233))年年度度ススポポーーツツ指指導導員員認認定定者者
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チームとちぎ指導者資質向上事業 実施要項 

 

１ チームとちぎ指導者資質向上事業 

【本部事業】 

（１）チームとちぎ指導者資質向上研修会 

① 目 的  
県内の競技団体における中核的指導者を対象とし、最新の指導技術等を学ぶための各種

研修会や競技の垣根を超えた交流の場を設けることで、県内指導者のスキルアップを図り

指導体制の充実に努める。 

 

  ② 対 象 
  国民体育大会における正式競技県内 41 競技団体等 

 

③ 事業内容 

第１回チームとちぎ指導者資質向上研修会 

期 日：令和５(2023)年４月 13 日(木) ※競技団体代表者会議後に実施   

会 場：栃木県総合教育センター 

対象者：競技団体における国体の監督・コーチ等 

 

第２回チームとちぎ指導者資質向上研修会 未定 

第３回チームとちぎ指導者資質向上研修会 未定 

 

（２）チームとちぎ強化指定コーチの指定 

① 目 的  
各競技団体の推薦を受けた指導者を、チームとちぎ強化指定コーチに指定することによ

り強化指導体制の推進を図る。 

 

② 対 象 

  国民体育大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

③ 指定までの流れ 

・ 各競技団体は対策本部に強化指定コーチを推薦 

・ 対策本部において強化指定コーチを承認、内定 

・ 強化指定コーチ指定 
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 チームとちぎ指導者養成事業 

トップレベルコーチ招へい事業 実施要項 

 

 

１ 目 的 

本県各競技団体の指導者を対象に、国内トップレベルの実績と指導力を持つ指導者や、ス

ポーツに関する専門家等を本県に招へいし、最先端の指導を受けることで、本県指導者の指

導力向上を図り、競技力の維持・向上を図る。 

 

２ 対 象 

  国民体育(スポーツ)大会における正式競技県内 41 競技団体等 

 

３ 事業内容 

【本部事業】 

（１）各競技団体が行う以下の講習会等に講師を派遣する。指定は単年度とし、各競技団体原

則、４回(人)を上限とし。講師謝金は１回 50,000 円とする。 

（例）・選手の資質向上を図る指導法 

コーチング、技術・戦略、メンタル、フィジカル、コンディショニング等 

・医科学的分野の活用に関すること 

     ICT 活用（動作分析等）、メンタル、栄養（食事）等 

 

（２）講師の選定 

講師は、各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部において審査し決定する。 

 

（３）スポーツ傷害保険への加入 

指定された講師の障害等への補償のため、スポーツ安全保険に加入する。 

 

（４）講師謝金 

   事業実施後報告書を対策本部へ提出。対策本部が審査、指定の口座へ振込 

（謝金及び保険料以外の経費については対象外） 

 

４ スケジュール 

    ４月    講師決定、委嘱 

    通年    事業実施 
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時 期

　

・調査の回答（講師の推薦） ・講師依頼の内諾

○講師選考

○対象競技団体へ講師決定通知 ・講師決定正式依頼

・計画書（様式１）の作成依頼 　 ＜事業計画の立案＞

・計画書（様式１）の作成

・会場確保と対象者計画 ・事業計画の提示

○年間計画の把握 ①①計計画画書書((様様式式１１))提提出出

○講師委嘱状の送付

・講師調書等提出依頼

○スポーツ安全保険加入手続き

＜事業実施日程の連絡＞

・参加者等へ通知（指導者・選手）

・事業決定

○事業の事前把握 ②②連連絡絡票票((様様式式２２))作作成成・・提提出出

○事業の実施確認 ③③実実施施報報告告書書((様様式式３３))作作成成・・提提出出

＜招へい状況確認＞

・調査票を作成して提出

※実施時期は目安になります。 ・未提出の実施報告書があれば提出

○「支払調書」の送付

○経費の支出について

講師謝金・保険料 →→
旅費等その他費用 →→

※※必必ずず記記録録写写真真（（11日日ににつつきき２２枚枚以以上上））
　　をを貼貼付付すするるこことと。。

・講師依頼の受諾

提提出出期期限限：：令令和和５５((22002233))年年４４月月2211日日（（金金））

講 師競 技 団 体

講
師
推
薦
か
ら
委
嘱

事
業
実
施
か
ら
謝
金
振
込

そ
の
他

・実施日程・内容の最終調整

※２回目以降の事業は、１事業ごとに
　②連絡票提出、③実施報告書提出を
　繰り返す。

※随時、競技団体担
当者と連絡調整

・講師調書及び
　口座振替依頼書
　の提出

・事業の説明
・招へい講師への打診

・事業概要の把握

・講師への依頼、事業計画の調整

事業実施当日

事事業業実実施施のの
22週週間間後後ままでで

※※実実施施報報告告書書提提出出がが提提出出さされれなないいとと
　　講講師師謝謝金金がが振振込込ででききまませせんん。。
※※事事業業実実施施後後、、速速ややかかなな報報告告書書作作成成
　　・・提提出出をを心心ががけけててくくだだささいい。。

令和5(2023)年
4月

事事業業実実施施のの
11週週間間前前ままでで

※急遽、事業が決
まった場合でも、
実施前日までに連
絡票の提出をお願
いします。

令令和和５５((22002233))年年度度チチーームムととちちぎぎ指指導導者者養養成成事事業業
「「トトッッププレレベベルルココーーチチ招招へへいい事事業業」」　　事事務務手手続続フフロローー

令和5(2023)年
1月～2月末

○次年度講師推薦調査

令和5(2023)年
3月末

競技力向上事業費補助金又は競技団体負担等により支出

競技力向上対策本部より支出

備　考

報報告告書書
確確認認後後

令和5(2023)年
10月～12月

○「事業状況調査」の実施

令和6(2024)年
1月 令和５(2023)年1月～12月までの

支払に係る支払調書を送付。

④④「「講講師師謝謝金金」」のの振振込込

対策本部

指指導導、、講講習習会会等等事事業業運運営営
※記録写真の撮影
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№ 競技名 氏名 所属 指導内容

1 サ ッ カ ー 谷 真 一 郎 ヴァンフォーレ甲府 専門知識・技術指導

2 テ ニ ス 宍 戸 渉 東海大学スポーツサポート研究会 メンタルトレーニング

3 テ ニ ス 神 谷 勝 則 SHOW　Tennis　Project 専門知識・技術指導

4 テ ニ ス 佐 藤 淳 一 東洋学園大学 専門知識・技術指導

5 ボ ク シ ン グ 村 橋 薫 陸上自衛隊　小平学校 技術指導・戦術指導

6 バ レ ー ボ ー ル 日 笠 智 之 足立区立渕江中学校 専門知識・技術指導

7 バ レ ー ボ ー ル 三 枝 大 地 吉本・オガール地方創生アカデミー 専門知識・技術指導

8
バ　レ　ー　ボ　ー　ル
（ビーチバレーボール）

渡 辺 聡 （有）オフィスプライヤ 専門知識・技術指導

9
バ　レ　ー　ボ　ー　ル
（ビーチバレーボール）

石 島 雄 介 （株）トヨタ自動車ビーチバレーボール部 専門知識・技術指導

10 体 操 田 中 栄 一 フリーエアースポーツクラブ 専門知識・技術指導

11 レ ス リ ン グ 前 田 翔 吾 （公財）日本オリンピック委員会 技術指導・戦術指導

12 セ ー リ ン グ 佐 々 木 共 之 日本レーザークラス協会 専門知識・技術指導

13 ハ ン ド ボ ー ル 嘉 数 陽 介 （公財）日本ハンドボール協会 技術指導・戦術指導

14 ソ フ ト テ ニ ス 室 谷 洋 平 ヨネックス（株） 専門知識・技術指導

15 ソ フ ト テ ニ ス 大 槻 三 喜 ダンロップ・ソフトテニス部 専門知識・技術指導

16 相 撲 竹 内 雅 人 （公財）日本相撲協会（二子山部屋） 技術指導・戦術指導

17 馬 術 佃 日 出 彦 乗馬クラブリバーサイドステーブル浜北 専門知識・技術指導

18 馬 術 岡 田 一 将 乗馬クラブＲＯＳＳ　ＨＯＦ 専門知識・技術指導

19 柔 道 長 島 啓 太 日本中央競馬会 コーチング・技術戦略指導

20 柔 道 熊 代 佑 輔 国際武道大学 コーチング・技術戦略指導

21 柔 道 朝 飛 大 朝飛道場 コーチング・技術戦略指導

22 バ ド ミ ン ト ン 神 谷 ジ ャ ー ミ ン （株）レゾナック 技術指導・戦術指導

23 ラ イ フ ル 射 撃 小 山 将 太 郎 東京都ライフル射撃協会 メンタル・技術全般

24 剣 道 香 田 郡 秀 筑波大学　名誉教授 技術指導・戦術指導

25 剣 道 神 崎 浩 大阪体育大学　教授 技術指導・戦術指導

26 カ ヌ ー 金 谷 徹 （公社）日本カヌー連盟 専門知識・技術指導

27 カ ヌ ー 書 上 剛 群馬県カヌー協会 専門知識・技術指導

28 空 手 道 渡 辺 大 輔 日本空手松涛連盟 技術指導・戦術指導

29 銃 剣 道 小 川 功 千葉県銃剣道連盟 技術指導・戦術指導

30 な ぎ な た 吉 井 美 惠 子 東京都なぎなた連盟 専門知識・技術指導

31 ボ ウ リ ン グ 詫 摩 浩 一 （一社）日本スポーツコーチング協会
スポーツコーチング
（コミュニケーション）

32 ボ ウ リ ン グ 藤 井 信 人 プロボウラー/ハイスポーツ社 専門知識・技術指導

33 ボ ウ リ ン グ 山 谷 新 也 足利スターレーン(プロボウラー) 技術指導・戦術指導・分析法

34 ゴ ル フ 加 茂 靖 倫 （公社）日本プロゴルフ協会 技術指導・戦術指導

35 ゴ ル フ 横 山 健 士 VIP　GOLF PLAZA 技術指導・戦術指導

36 ゴ ル フ 大 野 良 徳 大野ジュニアゴルフアカデミー 技術指導・戦術指導

37 ゴ ル フ 大 木 美 幸 （一社）日本女子プロゴルフ協会 技術指導・戦術指導

令和５(2023)年度トップレベルコーチ招へい事業　講師
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スポーツ医・科学サポート事業 実施要項 

 

１ 目 的 

  本県のトップチームやトップアスリート、Ｕ18 選手がオリンピック・パラリンピックや

世界大会、国民体育(スポーツ)大会、全国大会等で活躍できるよう、帯同トレーナーの派

遣やとちぎスポーツ医科学センター(以下、ＴＩＳという)を利用促進し、スポーツ医・科

学を活用した競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

  国民体育(スポーツ)大会における正式競技県内 41 競技団体等 

 

３ 事業内容 

 【委託事業】 

(１)チーム帯同トレーナー派遣事業 

競技力向上事業や大会等にトレーナー等を派遣することで選手のコンディショニング

のサポートの充実に努める。 

① チーム帯同トレーナー派遣 

② トレーナー資質向上研修会の開催 

 

(２)トップアスリートサポート事業 

本県のトップチームやアスリート及びＵ18 選手に対し、オリンピック・パラリンピック

や世界大会、全国大会等で活躍できるよう、TISの各種サポートにかかる費用を補助する。 

① チームサポート：国体や全国大会等で活躍が期待できるチームを対象。 

② アスリートサポート：オリンピック・パラリンピック、世界大会及び全国大会等にお

いて活躍が期待できる選手を対象。 

③ Ｕ18 サポート：国体や全国大会等において活躍が期待できるＵ18 チーム・選手を対

象。 

 

４ スケジュール 

            ４月 支援競技団体決定 

随時 事業実施 

令和６(2024)年  ３月 実績報告 
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ⅡⅡ

競技力向上事業の事務手続き



令和５(2023)年度栃木県競技力向上事業費補助金事務手続き 
 

○栃木県競技力向上事業費補助金一覧 

区分 事 業 交付先 再交付先 支払方法 

競
技
団
体
強
化
費 

○チームとちぎ育成強化事業 

 ・競技団体強化支援費 

○次世代アスリート育成強化事業 

競技団体 

 

概算払 

選
手
・
チ
ー
ム 

強
化
指
定 

○有望選手・チーム強化支援事業 

○オリパラアスリート強化支援事業(選手) 

○次世代アスリート育成強化事業(チーム) 

競技団体 
対策本部が指定する 

選手・チーム 
概算払 

 
 

○フローチャート 

 時期 県競技力向上対策本部 競技団体 
前年度 10 月頃 
 

○○提提出出書書類類のの確確認認
※次年度予算要求に反映。 

○○次次年年度度補補助助金金のの計計画画書書及及びび予予算算書書（（案案））のの作作成成・・提提出出
 （強化指定選手・チーム分を除く） 
 【提出書類】 
  計画書(別記様式第２)、予算書(別記様式第３)、
  予算内訳書

※本大会に向けた強化事業や次回国体に向けた年間計画の作成 

前年度 1 月中～下旬 
(競技団体ヒアリング)

○○次次年年度度補補助助金金のの計計画画書書及及びび予予
算算書書（（案案））のの確確認認 

※次年度の強化計画のポイントや予算配分への要望等。

前年度 3 月頃 

 

○○内内示示

内示後～ 
4 月中旬 
 

○○提提出出書書類類のの確確認認、、審審査査 

4 月中～下旬 
(申請書提出後) 
 

○○交交付付決決定定 

 

○○請請求求書書のの提提出出 
 【提出書類】 
  第１四半期請求書(別記様式第７) 
 4 月下旬～5 月上旬 

(請求書提出後) 
 

○○第第１１四四半半期期補補助助金金支支払払

  
  

○○内内示示
②②変変更更交交付付申申請請

 【提出書類】 
  変更承認申請書(別記様式第８) 
 ○○変変更更交交付付決決定定
○○請請求求書書のの提提出出 
 【提出書類】 

請求書(別記様式第７) 
 ○○補補助助金金支支払払 

11 月上旬 ○○執執行行見見込込額額調調査査 ○○執執行行見見込込額額調調査査票票のの回回答答 
※10 月末時点の執行済額と年度末までの執行計画を確認して作成。

 
 

1 月中～下旬 
(競技別ヒアリング)

 

○○執執行行状状況況のの確確認認
※執行見込額調査から年度末までの

執行予定を再確認 
 

※12 月末時点の執行済額と年度末までの執行計画を確認して回答。
※事業実績報告に向け、会計書類等の整理（随時）。 

事業終了後 30 日以内 
～次年度 4 月 10 日〆 
 

○○提提出出書書類類のの確確認認、、実実績績報報告告書書のの 
検検査査

○○事事業業実実績績報報告告のの提提出出 
 【提出書類】 
  報告書添書(別記様式第４)、実績報告書(別記様式第５)、
  収支決算書(別記様式第６)、決算内訳書(データ)、 
  選手強化成果表、記録写真、関係書類及び領収書(写) 
 次年度 4 月中旬 

～5 月上旬 
(実績報告書提出後) 
 

○○補補助助金金のの額額のの確確定定 

○○次次年年度度補補助助金金のの計計画画書書及及びび予予算算書書のの再再作作成成・・提提出出 
※内示額と一致するよう前回提出時からの追加・修正。
①交付申請 
 【提出書類】 
  申請書(別記様式第１)、計画書(別記様式第２)、
  予算書(別記様式第３)、予算内訳書(データ)、 
  選手強化計画 

 
 
※必要に応じて 
 

 

※同様の手続き（第２四半期：７月、第３四半期：10 月、第４四半期：１月） 
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栃木県競技力向上対策本部補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 栃木県競技力向上対策本部長（以下「本部長」という。）は、国民体育（スポー

ツ）大会等（以下「国体等」という。）に向けた本県の競技力向上を図るため、競技団体

等が行う選手及び指導者の育成・強化に要する経費に対し、この要綱に定めるところに

より、予算の範囲内で補助金を交付する。 

 

（交付の対象） 

第２条 この補助金は、競技団体、学校等において、国体等に向けた選手及び指導者の育

成・強化のために実施する事業を交付の対象とする。 

２ 補助金の名称、目的、交付の対象である事務又は事業の内容、その交付額及び交付の

相手方は別に定める。 

 

（交付の申請） 

第３条 補助金の交付の申請をしようとする者は、補助金交付申請書（様式第１号）に次

に掲げる書類を添えて、別に定める期日までに本部長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書 

(2) 収支予算書 

(3) その他本部長が必要と認める書類 

 

（補助金の対象期間） 

第４条 補助金の対象期間は、交付決定のあった日から翌年３月31日までとする。 

 

（交付の決定） 

第５条 本部長は、補助金の交付の申請があったときは、当該申請に係る書類の審査及び

必要に応じて行う現地調査等により、当該申請に係る補助金を交付すべきものと認めた

ときは、速やかに補助金の交付の決定をするものとする。 

２ 本部長は、第１項の場合において、適正な交付を行うため必要があるときは、補助金

の交付の申請に係る事項につき修正を加えて補助金の交付の決定をすることがある。 

３ 本部長は、補助金の交付の決定をしたときは、速やかにその決定の内容及びこれに条

件を附した場合にはその条件を補助金の交付の申請をした者に通知するものとする。 

 

（交付の条件） 

第６条 本部長は、補助金の交付の決定をする場合において、予算で定める補助金の交付

の目的を達成するために必要があるときは、次に掲げる事項につき条件を附するものと

する。 

(1) 補助事業に要する経費の配分の変更又は補助事業の内容の変更（第８条で定める軽
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微な変更を除く。）をする場合においては、本部長の承認を受けること。 

(2) 補助事業を中止し、又は廃止する場合においては、本部長の承認を受けること。 

(3) 補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は当該事業の遂行が困難となった場合

においては、速やかに本部長に報告し、その指示を受けること。 

(4) 補助事業の完了により当該事業者に相当の収益が生ずると認められる場合において

は、当該補助金の交付の目的に反しない場合に限り、その交付した補助金の全部又は

一部に相当する金額を本部長に納付すること。 

２ 本部長は、前項に定めるもののほか、補助金の交付の目的を達成するため必要な条件

を附することがある。 

 

（申請の取下げ） 

第７条 補助金の交付の申請をした者は、第５条第３項による通知を受領した場合におい

て、当該通知に係る補助金の交付の決定の内容又はこれに附された条件に不服があると

きは、当該受領の日から10日を経過する日までに申請の取り下げをすることができる。た

だし、本部長が特に必要と認める場合は、この期間を短縮し、又は延長することがある。 

２ 前項の規定による申請の取り下げがあつたときは、当該申請に係る補助金の交付の決

定は、なかったものとみなす。 

 

（軽微な変更） 

第８条 第６条第２項第１号における軽微な変更とは、次に掲げる変更以外の変更とする。 

(1) 事業種目を変更し、又は廃止すること。 

(2) 事業主体を変更すること。 

(3) 総事業費の20パーセント以上の変更をすること。 

 

（変更の承認） 

第９条 第６条第２項第１号の規定に基づく補助事業の内容の変更について承認を受けよ

うとする場合には、変更承認申請書（様式第２号）に変更の内容及び理由を記載して本部

長に提出しなければならない。 

 

（決定の取消し） 

第10条 本部長は、補助事業者が補助金の他の用途への使用をし、その他補助事業に関し、

補助金の交付の決定の内容又はこれに附した条件その他法令等又はこれに基づく本部長

の処分に違反したときは、補助金の交付の決定の全部又は一部を取り消すことがある。 

２ 本部長は、補助金の交付の決定をした場合において、その後の事情の変更により特別の

必要が生じたときは、補助金の交付の決定の全部若しくは一部を取り消し、又はその決定

の内容若しくはこれに附した条件を変更することがある。ただし、補助事業のうちですで

に経過した期間に係る部分については、この限りでない。 

３ 第２項の規定により補助金の交付の決定を取り消すことができる場合は、次の各号に

該当する場合とする。 
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(1) 天災地変その他補助金の交付の決定後生じた事情の変更により、補助事業の全部若

しくは一部を継続する必要がなくなった場合 

 (2) 前号に規定する場合のほか、補助事業を遂行することができない場合（補助事業者の

責に帰すべき事由による場合を除く。） 

 

（補助事業の遂行） 

第11条 補助事業者は、法令等の定め並びに補助金の交付の決定の内容及びこれに附した

条件その他法令等に基づく本部長の処分に従い、善良な管理者の注意をもって補助事業

を行わなければならず、いやしくも補助金の他の用途への使用をしてはならない。 

２ 補助事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後においても善

良な管理者の注意を持って管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならな

い。 

 

（状況報告） 

第12条 補助事業者は、補助事業の遂行の状況に関し、別に通知する書類をもって、本部長

に報告しなければならない。 

 

（実績報告） 

第 13 条 補助事業者は、補助事業が完了したときは、事業の完了した日から起算して30日

以内又は４月10日のいずれか早い日までに、補助事業実績報告書（様式第３号）に次に掲

げる書類を添えて、本部長に報告しなければならない。 

(1) 実績報告書 

(2) 収支決算書 

(3) その他本部長が必要と認める書類 

 

（検査） 

第 14 条 本部長は、前条の規定により補助事業の完了の届出があったときは、補助事業者

に対し、本部長の命じた職員（以下「検査員」という。）をして、当該補助事業に係る書

類、帳簿その他必要な物件の検査を行わせることがある。 

２ 本部長は、補助金に係る予算の執行の適正を期するため必要があると認めたときは、い

つでも検査員をして補助事業者に対し、当該事業に係る帳簿、書類その他の物件の検査を

行わせることがある。 

 

（補助金の額の確定） 

第 15 条 本部長は、第 13 条の規定による実績報告書の提出を受けた場合は、前条の規定

により行う検査により、その報告に係る補助事業の成果が補助金の交付の決定の内容及

びこれに付した条件に適合するものであるかどうかを調査し、適合すると認めたときは、

交付すべき補助金の額を確定し、当該補助事業者に通知する。 

 

39



（交付の請求） 

第 16 条 補助事業者は、補助金の交付を受けようとするときは、補助金交付請求書（様式

第４号）に次に掲げる書類を添えて、本部長に提出しなければならない。 

(1) 交付決定通知書の写 

(2) その他本部長が必要と認める書類 

２ 本部長は、特に必要があると認めるときは、補助金を概算払により交付することができ

る。 

 

（補助金の返還） 

第 17 条 本部長は、補助金の交付の決定を取り消した場合において、補助事業の当該取消

しに係る部分に関し、すでに補助金が交付されているときは、期限を定めて、その返還を

命ずるものとする。 

 

（帳簿の備付等） 

第 18 条 補助事業者は、補助事業に係る収入及び支出を証らかにした帳簿を備え、かつ、

当該収入及び支出についての証拠書類を整理し、これらの書類を事業の完了の日の属する

年度の終了後５年間保管しておかなければならない。 

 

（財産処分の制限） 

第 19 条 補助事業者等は、補助事業等により取得し、又は効用の増加した財産を本部長の

承認を受けないで、補助金等の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け又

は担保に供してはならない。 

 

（その他） 

第 20 条 この要綱に定めるもののほか、補助金に関し必要な事項は、本部長が別に定める

ものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成 28 年４月１日から適用する 

   附 則 

 この要綱は、平成 29 年４月１日から適用する 

   附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から適用する 

   附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から適用する 
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栃木県競技力向上事業費補助金交付要領 

 

  （趣  旨）                                                                            

第１条  栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）の交付する栃木県競技力向上事

業費補助金（以下「補助金」という。）の交付については、栃木県競技力向上対策本部補助金交

付要綱（以下「要綱」という。）に規定するもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

  （補助対象）                                                                       

第２条  要綱第２条の規定による補助金の名称、目的、交付の対象である事務又は事業の内容、対

象経費及び交付の相手方は別表に定めるもののほか本部長が必要と認めるものとし、予算の範囲

内で交付する。 

 

（交付の申請）                                                                         

第３条  補助金の交付を受けようとする者が、要綱第３条の規定により提出する書類は、次の表に

定めるところによる。 

提 出 す べ き 

申 請 書 の 名 称 
様  式 

部

数 
申 請 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

栃木県競技力向上事業

費補助金交付申請書 
別記様式第１ １ 

１ 事業計画書 

２ 収支予算書 

別記様式第２ 

別記様式第３ 

１ 

１ 

本部長が別に定

める日 

 

（変更の承認又は追加交付申請）         

第４条 要綱第６条第１号に基づく本部長の承認を受けようとする場合には、変更承認申請書（別

記様式第８）に変更の内容及び理由を記載した書類を添付して１部を本部長に提出しなければな

らない。 

２ この補助金の交付決定後の事業の変更により申請の内容を変更して追加交付申請を行う場合に

は、変更承認申請書に変更内容及び理由を記載した書類を添付して、１部を交付申請の手続きに

従い本部長に提出しなければならない。 

 

（実績報告）                                                                           

第５条  要綱第 13 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。                     

提 出 す べ き 

報 告 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

報 告 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

栃木県競技力向上事業

費補助金実績報告書 
別記様式第４ １ 

１ 実績報告書 

２ 収支決算書 

別記様式第５ 

別記様式第６ 

１ 

１ 

事業完了後の30

日以内または４

月10日のいずれ

か早い日 

  

 （補助金等の請求）  

第６条  要綱第 16 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。  
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提 出 す べ き 

請 求 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

請 求 書 に 添 付 

すべき書類の名称 

部

数 

提出期限 

栃木県競技力向上事業費

補助金交付請求書 
別記様式第７ １ 交付決定通知書の写 １ 

交付を受けようとする日

の10日前 

 

      附  則 

  この要領は、平成２７年度分の補助金から適用する。  

附  則  

  この要領は、平成２８年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、平成２９年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、令和２年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、令和３年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、令和５年度分の補助金から適用する。 

 

【別表】 

補 助 金 の 名 称 交 付 の 目 的 
交付の対象である事務又は事業

の 内 容 及 び 対 象 経 費 
交 付 の 相 手 方 

チームとちぎ 

育成強化事業 

本県選手の国体等に

おける、優勝数・入

賞数の増加 

県内競技団体が行う強化練習会

及び強化合宿等に要する報償費、

旅費及び使用賃借料等の経費 

国体正式競技である県

内 41 競技団体 

有望選手・チーム 

強化支援事業 

国体等での活躍が期

待される選手及びチ

ームの競技力向上 

対策本部が指定した選手又はチ

ームが行う強化練習会や強化合

宿等に要する報償費、旅費及び使

用賃借料等の経費 

対策本部が指定した県

内競技団体 

オリパラアスリート 

強化支援事業 

オリンピック・パラ

リンピック等での活

躍が期待される選手

の競技力向上 

対策本部が指定した選手が行う

強化練習や強化合宿等に要する

報償費、旅費及び使用賃借料等の

経費 

対策本部が指定した県

内競技団体 

次世代アスリート 

育成強化事業 

本県ジュニア選手に

対する競技の普及及

び育成強化 

県内競技団体がジュニア選手を

対象に行う、普及・育成強化を図

るためのイベント及び強化練習

会等に要する報償費、旅費及び使

用賃借料等の経費 

国体正式競技である県

内 40 競技団体 

スポーツ指導員 

配置事業 

本県スポーツ指導員

の雇用 

スポーツ指導員の給料・社会保険

料等、臨時補助員の賃金等の経費 

(公財)栃木県スポーツ

協会 
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強 化 指 定

選 手

強 化 指 定

チ ー ム

1
報
償
費

指
導
手
当
：
2
,5
0
0
円
/
日
、
講
師
謝
金
「
別
表
１
」

○
○

●
○

会
議
手
当

交
通
費
：
実
費
（
注
意
事
項
①
）

○
○

○
○

燃
料
代
（
自
家
用
車
）
、
タ
ク
シ
ー
代

宿
泊
費
：
1
1
,8
0
0
円
/
食
事
代
込
（
注
意
事
項
②
）

○
○

○
○

3
使
用
賃
借
料

実
費
（
注
意
事
項
③
）

○
○

○
○

4
消
耗
品
費

交
付
額
の
原
則
1
0
%
程
度
（
注
意
事
項
④
）

○
○

○
○

単
価
１
０
万
円
以
上
、
備
品

5
通
信
運
搬
費

実
費

○
○

○
○

6
印
刷
製
本
費

実
費

○
○

○
○

7
保
険
料

実
費

○
○

○
○

8
ス
ポ
ー
ツ
用
具
費

各
事
業
の
原
則
2
0
%
程
度
（
注
意
事
項
⑤
）

○
○

●
○

個
人
的
用
具
（
ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
パ
イ
ク
等
）
、
備
品

9
大
会
参
加
料

実
費

○
○

○
○

県
内
競
技
団
体
主
催
大
会
参
加
料

1
0

そ
の
他
経
費

本
部
長
が
認
め
る
も
の
（
注
意
事
項
⑥
、
⑦
）

○
○

●
○

資
格
取
得
等
受
講
料

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ●

令令
和和

５５
((22
00
22
33
))年年

度度
栃栃

木木
県県

競競
技技

力力
向向

上上
事事

業業
費費

補補
助助

金金
　　
対対

象象
経経

費費
等等

一一
覧覧

自
家
用
車
利
用
の
場
合
は
、
２
１
円
/
ｋ
ｍ
と
し
出
発
地
（
自
宅
・
勤
務
地
）
か
ら
会
場
地
の
往
復
距
離
と
す
る
（
往
復
の
ｋ
ｍ
未
満
は
切
り
捨
て
）
。
な
お
、
同
乗
者
へ
の
旅
費
は
補
助
対
象
外
と
す
る
。

※
有
料
・
高
速
道
路
を
利
用
し
た
場
合
は
、
領
収
証
の
コ
ピ
ー
又
は
E
T
C
利
用
明
細
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
ま
た
、
航
空
、
水
上
交
通
機
関
を
利
用
の
場
合
も
領
収

証
の
コ
ピ
ー
を
提
出
す
る
こ
と
。

※
電
車
運
賃
に
つ
い
て
は
、
片
道
5
0
km

以
上
は
急
行
、
1
0
0
km

以
上
は
特
急
ま
た
は
新
幹
線
料
金
を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
県
の
旅
費
規
定
に
準

ず
る
）
。

旅
費

2

【
注

意
事

項
】
　
※※

原原
則則

、、
必必

ずず
領領

収収
証証

をを
提提

出出
すす

るる
ここ
とと
。。

補
助
対
象
経
費

ス
ポ
ー
ツ
用
具
費
は
、
個
人
的
用
具
で
あ
っ
て
も
補
助
対
象
と
す
る
（
限
度
額
は
定
め
な
い
）
。
心
体
の
ケ
ア
に
か
か
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
費
用
に
つ
い
て
も
そ
の
他
経
費
と
し
て
補
助
対
象
と
す
る
。

№
補
助
対
象
外
経
費

次 世 代

ア ス リ ー ト

チ ー ム と ち ぎ

有
望
・
オ
リ
パ
ラ
(選

手
)

・
次
世
代
(チ

ー
ム
)

補
助
対
象
限
度
額

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
用
品
と
し
て
消
毒
液
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
非
接
触
型
体
温
計
等
に
つ
い
て
も
消
耗
品
費
と
し
て
補
助
対
象
と
す
る
。

そ
の
他
、
支
出
に
関
し
て
不
明
な
点
は
、
事
前
に
栃
木
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部
事
務
局
に
相
談
す
る
こ
と
。

手
数
料
（
振
込
手
数
料
等
）
、
委
託
料
、
修
繕
費
（
ス
ポ
ー
ツ
用
具
）
等
及
び
、
招
へ
い
講
師
の
食
事
代
（
1
食
1
,0
0
0
円
上
限
）
は
そ
の
他
経
費
と
し
て
補
助
対

象
と
す

る
。

学
校
内
な
ど
の
宿
泊
施
設
使
用
に
つ
い
て
は
、
１
人
2
,5
0
0
円
/
泊
を
補
助
対
象
と
す
る
。

と
ち
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
、
借
上
げ
バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
の
使
用
料
及
び
駐
車
場
代
は
使
用
賃
借
料
と
し
て
補
助
対
象
と
す
る
。

栄
養
補
助
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
テ
イ
ン
等
）
、
練
習
会
や
合
宿
、
会
議
等
で
必
要
な
飲
料
及
び
ア
イ
シ
ン
グ
や
熱
中
症
対
策
等
で
必
要
な
氷
は
消
耗
品
費
と
し
て
補
助
対
象
と
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
用
具
費
と
は
、
競
技
用
具
の
中
で
も
消
耗
品
に
類
す
る
も
の
を
指
す
（
例
：
ボ
ー
ル
、
シ
ャ
ト
ル
等
）
。
概
ね
１
年
以
内
に
そ
の
性
質
・
形
状
が
失
わ
れ
る
も
の
が
該

当
。

強
化
指
定
選
手
に
対
す
る
報
償
費
は
、
個
人
的
に
契
約
す
る
コ
ー
チ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
等
へ
の
謝
金
を
補
助
対
象
と
す
る
。

43



¥50,000 ¥30,000 ¥10,000

県外 ○

県内 ○

県外 ○

県内 ○

日本代表監督・コーチ 県外 ○

中央競技団体強化委員　等 県内 ○

地方競技団体強化委員

実業団チーム監督・管理栄養士

メンタルトレーナー　等 県内 ○

オリンピック入賞 県外 ○

世界選手権入賞　等 県内 ○

オリンピック代表 県外 ○

世界選手権代表　等 県内 ○

※１　

令令和和55（（22002233))年年度度栃栃木木県県競競技技力力向向上上事事業業費費補補助助金金　　講講師師謝謝金金区区分分

補助対象限度額

大学関係者 大学教授・準教授・講師　等

○県外

謝金対象区分

指
導
者

専門指導者

　栃木県競技力向上事業費補助金の講師謝金単価は、一人の講師に１日（４時間～６時間）の指導
を依頼した場合の基準とし、半日（２時間～３時間）の場合は半額とする。なお、講師謝金単価以上を
支払う場合は、競技団体が超過分を負担すること。

・各競技団体は謝金支払時に源泉徴収の手続きを行う。また、講師に確定申告を行うよう伝える。

・講師謝金に関して不明な点は、事前に栃木県競技力向上対策本部事務局に相談する。

ドクター スポーツドクター　等

有
識
者

　県外・県内の区分は、居住地または所属チーム・登録競技団体等の所在地による。

国
体
対
策
選
手
強
化
事
業
　
※
１
～
２

・原則として、事業を実施する競技団体登録者を除くこととする。

選
手

著名な指導者

著名な選手

トップレベル選手

※２

別表１
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中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金交付要領 

 

  （趣  旨）                                                                            

第１条  栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）の交付する中学校・高等学校運

動部活動支援事業補助金の交付については、栃木県競技力向上対策本部補助金交付要綱（以下「要

綱」という。）に規定するもののほか、この要領の定めるところによる。 

  （交付の目的等）                                                                       

第２条  中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金の名称、目的、交付の対象である事務又は事

業の内容、その交付額及び交付の相手方は、次の表のとおりとし、予算の範囲内で交付する。 

補 助 金 の 名 称 
補 助 金 等 の 

交 付 の 目 的 

交 付 の 対 象 で あ る 

事 務 又 は 事 業 の 内 容 
交 付 額 交付の相手方 

中学校スポーツ

活動普及奨励事

業補助金 

県内中学生の競技

力向上 

県内中学生の競技力向上

並びに競技人口拡大を図

るための強化練習や合宿、

遠征等 

予算の範囲

内で本部長

が定める額  

栃木県中学校

体育連盟 

高体連普及強化活

動支援事業補助

金 

県内高校生の競技

力向上 

県内高校生の競技力向上

並びに競技人口拡大を図

るための強化練習や合宿、

遠征等 

予算の範囲

内で本部長

が定める額 

栃木県高等学

校体育連盟 

 

  （交付の申請）                                                                         

第３条  中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金の交付を受けようとする者が、要綱第３条の

規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。 

提 出 す べ き 

申 請 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

申 請 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

中学校スポーツ活動

普及奨励事業補助金

交付申請書 

別記様式第１ １ 
１ 事業計画書 

２ 収支予算書 

別記様式第２ 

別記様式第３ 

１ 

１ 

本部長が別に定

める日 

高体連普及強化活動

支援事業補助金交付

申請書 

別記様式第１ １ 
１ 事業計画書 

２ 収支予算書 

別記様式第２ 

別記様式第３ 

１ 

１ 

本部長が別に定

める日 

  （交付の条件）                                                                          

第４条  要綱第６条の規定による条件は、次に掲げるとおりとする。                                 

  （１） 中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金の交付対象である事業（以下「補助金事業」

という。）の内容の変更（第５条の軽微な変更を除く。）をする場合においては、本部長の

承認を受けること。      

 （２） 補助金事業を中止し、又は廃止する場合においては、本部長の承認を受けること。        

  （３） 補助金事業が予定の期間内に完了しない場合又は当該事業の遂行が困難となった場合に

おいては、速やかに本部長に報告し、その指示を受けなければならない。 

 （４） 補助金事業により取得し、または効用の増加した財産については、本部長の承認を受け

ないでこの補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、

又は廃棄してはならない。 
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 （５） 本部長の承認を受けて財産を処分することにより収入があった場合には、その収入の全

部または一部を対策本部に納付させることがある。 

 （６） 補助金事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後においても

善良な管理者の注意を持って管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならな

い。 

 （７） 中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金と補助金事業に係る証拠書類等の管理につ

いては、補助金事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出につ

いて証拠書類を整理し、かつ、当該帳簿及び証拠書類を補助金事業完了の日（補助金事業の

中止又は本部長の承認を受けた場合には、その承認を受けた日）の属する年度の終了後５年

間保管しなければならない。 

  （軽微な変更）                                                             

第５条  第４条第１号における軽微な変更とは、次に掲げる変更以外の変更とする。  

  （１） 事業種目を変更し、又は廃止すること。                        

  （２） 事業主体を変更すること。                          

  （３） 総事業費の 20％以上の変更をすること。         

  （変更の承認）         

第６条  第４条１号の規定に基づく本部長の承認を受けようとする場合には、変更承認申請書（別

記様式第８）に変更の内容及び理由を記載した書類を添付して１部を本部長に提出しなければな

らない。 

  （実績報告）                                                                           

第７条  要綱第 13 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。                     

提 出 す べ き 

報 告 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

報 告 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

中学校スポーツ活動

普及奨励事業補助金

実績報告書 

別記様式第４ １ 
１ 実績報告書 

２ 収支決算書 

別記様式第５ 

別記様式第６ 

１ 

１ 

事業完了後の30

日以内又は４月

10日のいずれか

早い日 

高体連普及強化活動

支援事業補助金実績

報告書 

別記様式第４ １ 
１ 実績報告書 

２ 収支決算書 

別記様式第５ 

別記様式第６ 

１ 

１ 

事業完了後の30

日以内又は４月

10日のいずれか

早い日 

  （補助金等の請求）                                                                       

第８条  要綱第 16 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。                     

提 出 す べ き 

請 求 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

請 求 書 に 添 付 

す べ き 書 類 の 名 称 

部

数 

提出期限 

中学校スポーツ活動普及

奨励事業補助金交付請求

書 

別記様式第７ １ 交付決定通知書の写 １ 
交付を受けようとする日

の10日前 
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高体連普及強化活動支援

事業補助金交付請求書 
別記様式第７ １ 交付決定通知書の写 １ 

交付を受けようとする日

の10日前 

 

      附  則 

  この要領は、平成 28 年度分の中学校拠点校支援事業補助金から適用する。  

 この要領は、平成 28 年度分の高等学校拠点校支援事業補助金から適用する。 

附  則 

  この要領は、平成 29 年４月１日から適用する。 

附  則 

  この要領は、令和２年４月１日から適用する。 

附  則 

  この要領は、令和３年４月１日から適用する。 

附  則 

  この要領は、令和５年４月１日から適用する。  
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スポーツ用具整備事業実施要領 

  

（趣旨） 

第１条 この要領は、栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）が国民体育（ス

ポーツ）大会に向けて競技力向上を推進するために実施するスポーツ用具整備事業の実施に

関し必要な事項を定めるものとする。  

 

（整備対象競技） 

第２条 本事業によりスポーツ用具（以下「用具」という。）を整備する競技は、国民体育（ス

ポーツ）大会における正式競技とする。 

 

（整備対象用具） 

第３条 本事業により整備する用具は、競技力向上に資するもので、かつ次に掲げる要件のう

ちいずれかに合致すると対策本部が認めるものとする。ただし、税込単価100,000円未満の

もの、競技会の運営上必要なもの及び個人に帰属する性格のものは対象外とする。 

（１）高額等の理由により、競技団体で整備することが困難なもの 

（２）用具が整備されておらず、新たに整備する必要があるもの 

（３）既に整備されている用具があるが、競技規則変更等による規格外、整備数不足及び老朽

化等の理由により、改めて整備する必要があるもの 

（４）競技人口が少なく、競技の普及促進のため整備する必要があるもの 

（５）その他、競技力向上の推進のために必要と認められるもの 

 

（整備方法） 

第４条 用具整備を希望する競技団体は、別に定める期日までに整備要望申請書（別記様式第

１号）を対策本部長に提出する。 

２ 対策本部長は、前項の申請書を受理したときは、内容を審査し、適当と認めた用具を整備

する。 

３ 対策本部長が整備した用具については、競技団体からの申請に基づき無償で貸付けること

とする。 

４ 税込単価100,000円未満のもの及び特に対策本部長が必要と認める用具については、競技

団体その他団体へ無償で譲渡することができる。 

５ 整備年度の次年度より３年間の貸与を継続した上で、対策本部長が認めた用具については、

無償で競技団体その他団体へ譲渡することができる。 

 

（貸付の申請） 

第５条 前条第３項の規定による貸付を受けようとする競技団体は、借受申請書（別記様式第

２号）を対策本部長に提出しなければならない。 

 

 

（貸付の承認） 
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第６条 対策本部長は、前条の申請書を受理したときは、内容を審査し、承認したときは貸付

承認書（別記様式第３号）により、承認しないときはその旨を記載した通知書により申請者

に通知するものとする。 

 

（借受書） 

第７条 前２条の規定により用具を借受ける競技団体（以下「借受人」という。）は、借受書

（別記様式第４号）を対策本部長に提出しなければならない。 

 

（事故報告書） 

第８条 借受人が、借受用具を亡失又はき損した場合は、事故報告書（別記様式第５号）によ

り対策本部長に報告し、その指示に従わなければならない。この場合において、その原因が

天災火災又は盗難に係るものであるときは、亡失又はき損の事実を証する関係官公署の発行

する証明書を当該様式に添付すること。 

２ 対策本部長は前項の報告を受けた場合において亡失又はき損が借受人の責に帰すべき理

由によるものであると認めたときは、これを補てんさせ、若しくは修理させ、又はその損害

を弁償させるものとする。 

 

（貸付期間） 

第９条 用具の貸付期間は、特に必要と認められる場合を除き、貸与日から翌年３月31日まで

とする。ただし、１年を超えない期間において延長することができる。 

 

（貸付条件） 

第10条 用具の貸付けにあたり、次の各号に掲げる条件を付す。 

（１）貸付用具の引渡し、維持、修繕及び返納に要する費用は、借受人が負担するものとする。 

（２）貸付用具は、善良な管理者の注意をもって管理し、その効率的使用に努めること。 

（３）貸付用具は、転貸しないこと。 

（４）貸付用具は、貸付の目的以外の目的のために使用しないこと。 

（５）貸付用具についての使用場所が指定されたときは、指定場所以外の場所では使用しない

こと。 

（６）貸付用具は、借受人が貸付条件に違反したときは、対策本部長の指示に従い、すみやか

に返納すること。 

（７）貸付用具は、貸付期間満了の日までに指定された場所に返納すること。 

（８）貸付用具について、対策本部長が随時に実地に調査し、若しくは所要の報告を求め、又

は当該用具の維持、管理及び返納に関して必要な指示をしたときは、これに従うこと。 

２ 対策本部長は、前項各号に掲げる条件のほか、必要と認める条件を付することがある。 

 

（譲渡の申請） 

第11条 前条の条件に該当し譲渡を受けようとする競技団体は、譲渡申請書（別記様式第６号）

及び誓約書を対策本部長に提出しなければならない。 
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（譲渡の承認） 

第12条 対策本部長は、前条の申請書を受理したときは、内容を審査し、承認したときは譲渡

承認書（別記様式第７号）により、承認しないときはその旨を記載した通知書により申請者

に通知するものとする。 

 

（受領書） 

第13条 前２条の規定により用具の譲渡を受ける競技団体は、受領書（別記様式第８号）を対

策本部長に提出しなければならない。 

 

（譲渡条件） 

第14条 用具の譲渡にあたり、次の各号に掲げる条件を付す。 

（１）譲渡される用具は、管理責任者の責任の下、適切に使用すること。 

（２）譲渡される用具の所在は、管理責任者が責任をもって把握すること。 

（３）譲渡される用具の処分は、譲渡を受けた団体が適切に処分すること。 

（４）譲渡を受けた団体は、管理状況を把握し、事故等が生じた場合は責任を持って対応する

こと。 

２ 対策本部長は、前項各号に掲げる条件のほか、必要と認める条件を付することがある。 

 

 

附 則 

この要領は、平成27年４月１日から適用する。 

 附 則 

この要領は、平成31年４月１日から適用する。 

附 則 

この要領は、令和５年４月１日から適用する。 
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ⅢⅢ

国民体育(スポーツ)
大会関係



第第7777回回国国民民体体育育大大会会成成績績概概況況
１１　　成成績績概概況況

（（１１））冬冬季季大大会会

（２）本大会

（３）総評

２２　　５５カカ年年のの天天皇皇杯杯・・皇皇后后杯杯順順位位とと獲獲得得得得点点（（得得点点はは参参加加点点をを含含むむ））

33　　各各種種別別のの獲獲得得競競技技得得点点

757 40.5% 482 25.8% 381.5 20.4% 250 13.4%
合　　計 1870.5

1239 66.2% 631.5 33.8%

110

本 大 会 687 453 373.5 247 1760.5

冬季大会 70 29 8 3

1092

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 合計

皇后杯 452.5 461 538.5 551

　冬季大会ではスケート競技、アイスホッケー競技、スキー競技の３競技が実施され、選手・監督61名が出場した。延べ24種目で入賞とな
り、天皇杯140点を獲得し７位、皇后杯では52点を獲得し12位となった。
　スケート競技では、スピードスケート、ショートトラック、フィギュアの３種目が実施された。成年男子スピードスケート500ｍ、成年男子
ショートトラック1000ｍ、成年女子ショートトラック500ｍの各種目で見事１位に輝いた。フィギュアでは入賞には至らなかったものの、３選手
がフリースケーティングに進出した。
　アイスホッケー競技では成年男子が１回戦、２回戦と快勝し、３回戦を埼玉県と対戦したが惜敗した。順位決定トーナメントに回り、青森県
との１回戦は不戦勝、５・６位決定戦に駒を進め、神奈川県に勝利し、５位入賞を勝ち取った。
　スキー競技では、成年女子Bジャイアントスラロームで７位入賞、同じく少年女子でも８位入賞に輝き、スペシャルジャンプでは、本県選手
初の８位入賞を果たした。

　本大会では正式競技37競技、特別競技１競技が実施され、選手・監督932名が出場した。
　９月10日から19日まで行われた会期前競技では、弓道競技、体操競技、水泳競技で多くの入賞があり、栃木県選手団に勢いを付けた。
会期前競技が終了し、天皇杯９位、皇后杯10位となり、本会期競技を迎えることとなった。
　10月1日から行われた本会期競技では会期前競技の勢いそのまま連日、上位進出や入賞に関する紙面が絶えなかった。そして、11日に
総合閉会式を終え、３年ぶりとなる国体が幕を閉じた。
　本大会が終了し、体操競技、自転車競技、馬術競技、ソフトボール競技、剣道競技、ラグビーフットボール競技、空手道競技、銃剣道競
技の８競技で競技別１位に輝いた。特に剣道競技においては、成年男子、成年女子、少年男子、少年女子の４種別全てで１位を勝ち取っ
た。また、競技別１位こそ逃したものの、陸上競技、水泳競技（飛込・競泳）、ホッケー競技、ボクシング競技、レスリング競技、セーリング競
技、ウエイトリフティング競技、卓球競技、柔道競技、弓道競技、そして特別競技の高等学校野球の各種目において１位を獲得した。スポー
ツ専門員も大活躍であり、15名の1位獲得を含む、45名が入賞を果たした。栃木県選手団として、入賞は32競技で延べ169種目となった。

　冬季大会・本大会と栃木県を中心に各競技で熱戦が繰り広げられ、総合成績は天皇杯2270.5点で２位、皇后杯1092点で２位となり、残念
ながら目標としていた天皇杯、皇后杯の獲得とはならなかった。
　新型コロナウイルス感染症の影響で本大会の開催が３年ぶりとなった。選手は練習等の活動が思うようにできず、国体に向けての調整
が難しい時期が長く続いた。このような状況下でも、直向きに練習に取り組み、そして天皇杯、皇后杯２位という結果は県民に勇気と感動を
与えた。
　いちご一会とちぎ国体を終え、競技力向上基本計画の完成期から定着期に移行していく(Tochigi Victory Planより)。定着期では来年の冬
季国体及び本国体以降も天皇杯、皇后杯上位維持をしていくことが盛り込まれている。いちご一会とちぎ国体までに各競技団体が積み重
ねてきた、指導者の養成や資質の向上や選手の発掘・育成・強化のノウハウは、今後の本県の競技力向上の糧となると考えている。

第77回（栃木）

天皇杯 903.5 964 875.5 1075.5 2270.5

第71回（岩手） 第72回（愛媛） 第73回（福井） 第74回（茨城）

30

21

28

18

2

41
39

26

26

2
1

6

11

16

21

26

31

36

41

46

71岩手 72愛媛 73福井 74茨城 77栃木

天皇杯

皇后杯

順
位
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1

男女総合成績（天皇杯）

女子総合成績（皇后杯）

2

区分 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 備　　　　考

8 7 6 5 4 3 2 1 全順位を決定する場合

8 7 6 5 1～5位の順位を決定する場合

8 7 1・2・3・5位の順位を決定する場合

24 21 18 15 12 9 6 3 全順位を決定する場合

24 21 18 15 1・2・3・4・5・7位の順位を決定する場合

24 21 18 15 1～5位の順位を決定する場合

24 21 1・2・3・5位の順位を決定する場合

40 35 30 25 20 15 10 5 全順位を決定する場合

40 35 30 25 1～5位の順位を決定する場合

40 35 30 25 1～5・7の順位を決定する場合

40 35 1・2・3・5位の順位を決定する場合

40 35 30 25 20 15 1～7位の順位を決定する場合

64 56 48 40 32 24 16 8 全順位を決定する場合

64 56 48 40 1～5位の順位を決定する場合

64 56 1・2・3・5・7位の順位を決定する場合

64 56 1・2・3・5位の順位を決定する場合

3

4

5

競技得点 ＋ 参加得点 =

   女子種別の競技得点を都道府県ごとに集計し、参加得点を加算します。

男女総合成績（天皇杯）

女子総合成績（皇后杯）

4.5

総合成績概要

　冬季大会・本大会で計４０競技が行われ、各競技で８位以内に入賞すると競技得点が与えられます。競技ごとに各都道府県競技得点と参
加得点を合計し、各都道府県の競技別総合成績が決まります。

　全競技の参加得点と競技得点を合計して、都道府県男女総合成績と女子総合成績を決定し、第１位の都道府県には、それぞれ天皇杯と
皇后杯が授与されます。

競技別（正式競技）総合成績算出方法

冬季大会（３競技）

水泳（アーティスティックスイミング）、テニス、
ローイング（ダブルスカル）、セーリング（４７０
級、セーリングスピリッツ級、４２０級）、自転車
（４ｋｍチームパシュート、チーム・スプリント）、
フェンシング、弓道、スポーツクライミング、カ
ヌー（フォア種目）、アーチェリー、銃剣道、ク
レー射撃、なぎなた、ボウリング（団体戦）、ゴ
ルフ、フィギュアスケート

ボクシング、レスリング

バレーボール（ビーチバレーボール）

軟式野球

12.5

17.5 7.5

   全種別の競技得点を都道府県ごとに集計し、参加得点を加算します。

　 大会（ブロック大会を含む）に参加した競技については、①参加種別にかかわらず、男女総合成績（天皇杯成績）へ10点、②女子種別
（成年女子・少年女子・女子のいずれか）が参加していれば女子総合成績（皇后杯成績）へ10点がそれぞれ与えられます。

   ※種別については、成年男子、成年女子、少年男子、少年女子、女子の区別をいいます。

2044

参加得点

競技人数
8人以上の
団体競技 ラクビーフットボール（少年男子） 44

サッカー、ホッケー

競技人数
5～7人の
団体競技

ラグビーフットボール（成年男子・女子）

女子総合得点（皇后杯得点）

2.5

2.5

卓球

12

ソフトボール

男女総合得点（天皇杯得点）

27.5 12.5

20

相撲（成年男子）、バドミントン、剣道（成年女
子）

28

16.5 7.5

7.5

バスケットボール

ローイング（舵付きフォア、舵手つきクォドルプ
ル）、
体操（競技、新体操）、ソフトテニス、アイスホッ
ケー

水泳（水球）、ハンドボール、相撲（少年男
子）、柔道、剣道（成年男子、少年男子、少年
女子）、空手道（組手団体）
バレーボール

国民体育大会総合成績算出方法について

陸上競技、水泳（競泳、飛込、オープンウォー
タースイミング）、ローイング（シングルスカル）、
セーリング（国体ウインドサーフィン級、ILCA７
級、ILCA６級）、ウエイトリフティング、自転車競
技（４ｋｍチームパシュート、チーム・スプリント
除く）、馬術、ライフル射撃、カヌー（シングル
及びペア種目）、ボウリング（個人戦）、トライア
スロン、スケート、スキー、体操（トランポリン）
☆陸上競技、水泳（競泳）、馬術、スケートのリ
レーは個人種目扱い

空手道（個人組手、形）

個人競技
または

個人種目

7.5

本大会（３７競技） ＝

5.5

◇競技得点
競　　　　　　　　技

＋

競技人数
2～4人の
団体競技

10.5

天皇杯

皇后杯
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11 国国民民体体育育大大会会総総合合順順位位（（天天皇皇杯杯・・皇皇后后杯杯））及及びび総総合合得得点点のの推推移移

22 国国体体開開催催県県のの天天皇皇杯杯・・皇皇后后杯杯順順位位とと得得点点のの推推移移((上上段段：：天天皇皇杯杯、、下下段段：：皇皇后后杯杯))

回 開催県 10年前 9年前 8年前 7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 前年 開催年

18位(1005.5) 13位(1037.25) 23位(966.5) 19位(1029) 30位(903.5) 21位(964) 28位(875.5) 18位(1075.5) 19位(61.0) 19位(62.0) ２位(2270.5)

19位(546) 14位(584.5) 20位(540) 31位(454.5) 41位(452.5) 39位(461) 26位(538.5) 26位(551) 30位(20.0) 18位(38.0) ２位(1092.0)

32位(858.5) 38位(792.5) 41位(745) 32位(834) 27位(918) 27位(920) 27位(909) 20位(995.5) 14位(1181.5) 22位(54.0) 28位(26.0)

44位(359) 45位(330) 39位(383.5) 38位(438) 23位(502) 39位(459.5) 33位(495) 20位(600) 20位(619) 27位(24.0) 25位(12.0)

39位(769.5) 38位(777.5) 31位(845) 36位(815.5) 27位(897.5) 37位(799.5) 32位(895) 33位(895) 17位(1041) 15位(1181.5) 30位(36.0)

28位(473) 34位(432.5) 32位(456) 30位(462) 26位(480.5) 33位(437) 28位(551.5) 23位(543) 16位(647) 12位(683.5) 38位(10.0)

23位(995.33) 23位(954.5) 36位(802) 33位(817.5) 29位(886.5) 31位(852.5) 32位(839) 22位(981.5) 23位(948) 16位(1120) 1位(2569)

22位(524.33) 29位(472) 37位(410) 34位(442.5) 37位(421.5) 37位(441.5) 25位(488.5) 14位(660.5) 21位(660.5) 14位(689.5) 1位(1331)

34位(823) 32位(837) 34位(808.5) 30位(891) 24位(926) 24位(938) 17位(1018.5) 26位(920.5) 18位(1052.5) 7位(1588.5) 1位(2896)

33位(461.5) 30位(492) 32位(455.5) 23位(496) 22位(512) 22位(511) 34位(449.5) 24位(500.5) 17位(645.5) 8位(825) 1位(1462.5)

42位(736.5) 42位(705) 36位(777) 38位(770.5) 25位(939.5) 34位(817) 26位(932.5) 21位(984.5) 13位(1203.5) 7位(1531) 2位(2395.5)

34位(437) 37位(429) 33位(446.5) 30位(471) 17位(540) 31位(459) 15位(571) 12位(622.5) 10位(665) 5位(968) 2位(1196)

33

50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上

1 0 1 0 0 0 1 0 1 0

4 0 4 1 4 0 2 2 12 6

1 水泳 4 ﾊﾞｽｹｯﾄ １ ﾎｯｹｰ 4 山岳 １ ﾎｯｹｰ 4 ｺﾞﾙﾌ 1 ﾎｯｹｰ 4 馬術 1 ﾎｯｹｰ 4 馬術

(74.5) ﾎﾞｰﾙ  (62.5) （110) （55) （94) （53.5) （202) （62) （162) （133)

2 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 5 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄ 2 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 5 弓道 2　弓道 2 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 5 水泳 2 剣道 5 体操

(74) ﾎﾞｰﾙ     (54) （70) （52) （88) （110) （54) （154) （128)

3 ｱｲｽﾎｯｹｰ 3 ｱｲｽﾎｯｹｰ 6 水泳 3　水泳 3 ｱｲｽﾎｯｹｰ 3 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 6 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

(70) （55) （50) （60.5) （65) （142) （104)

50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上

0 0 2 1 1 0 1 0 0 0

2 1 1 0 5 1 6 1 8 2

50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上

1 1 0 0 1 0 0 0 0 2

4 1 7 0 3 1 4 0 4 0

2.24%

6

京都府

1332.5

９位

2.59%

10

長野県

1152.5

13位

令和４年

第77回（栃木）

２位

２位

51420

2270.5

4.42%

34

19

74

75

76

77

愛媛

福井

茨城

鹿児島

三重

栃木

1156 1151

5 4

19位 12位

2.27% 2.27%

2.57% 2.74%

7 8

京都府 鹿児島県

兵庫県 福井県

1312.5 1391

9位 11位

1.72% 2.12%

14 14

4 5

26位 26位

51035 50725

875.5 1075.5

平成30年 令和元年

第73回（福井他） 第74回（茨城）

28位 18位

天皇杯
15位県

県 名 広島県

1123.5

16位

2.20%得 点 割 合

天 皇 杯 得 点

高 得 点 競 技 数

本 大 会

高 得 点 領 域

冬 季 大 会

皇 后 杯 順 位 16位

7

岡山県

1146

7

2.25%

北海道

1287.5

15位

2.52%天皇杯
10位県

県 名

皇 后 杯 順 位

4

高 得 点 領 域

天 皇 杯 得 点

高 得 点 競 技 数

得 点 割 合

冬 季 大 会

本 大 会

2.65%

13位

岐阜県

1354.5

3

964

1.89%

19

1.77%

16

6

平成29年

第72回（愛媛他）

21位

39位

51126

903.5

5

＊令和２～３年（※冬季大会終了時の成績）

国国民民体体育育大大会会ににおおけけるる本本県県総総合合成成績績のの推推移移

高高得得点点獲獲得得競競技技数数のの比比較較

72

73

天 皇 杯 得 点

平成28年

第71回（岩手）

30位

41位

栃木県

天 皇 杯 順 位

全 都 道 府 県 総 得 点

得 点 割 合

競 技 名

皇 后 杯 順 位

入 賞 競 技 数

高 得 点 領 域

冬 季 大 会

本 大 会

本 県 高 得 点 競 技 数

51046

54



HH99 1100 1111 1122 1133 1144 1155 1166 1177 1188 1199 2200 2211 2222 2233 2244 2255 2266 2277 2288 2299 3300 RR11 22 33 44

1 ス ケ ー ト 26 32 3 9 3 6 9 18 28 37 12 11 21 8 3 10 12 2 9 14 4422 8844

2 アイスホッケー 20 65 50 55 37.5 40 35 30 40 20 30 15 30 15 50 45 65 45 60 45 35 55 40 00 2200

3 ス キ ー 2 6 2 2 5 4 7 -- 66

4 陸 上 競 技 36 18 27 32 20 19 23 20 30 45.5 39 26 14 23.5 30 38 30 29 10 21 14 6 17.5 - -- 5522..55

5 水 泳 7 12 5 17 16 18 11 30 24 37 47 27 51 43 42 93 98 67.5 66.5 64.5 40 50.5 44 - -- 6600..55

6 サ ッ カ ー 12.5 12.5 64 60 60 40 48 - -- 6600

7 テ ニ ス 40 - -- 1122

8 ボ ー ト 3 6 6.5 - -- 2200

9 ホ ッ ケ ー 47.5 42.5 47.5 25 42.5 20 108 40 44 96 40 96 116 88 96 68 48 124 20 100 84 192 - -- 115522

10 ボ ク シ ン グ 28.5 41 15.5 30 20.5 5 5 8 18 10.5 9.5 8 8 10.5 26 36 29.5 26 30 20.5 - -- 3333..55

11 バレーボール 25 17.5 7.5 7.5 7.5 - -- 1177..55

12 体 操 - -- 111188

13
バスケットボー

ル
12.5 12.5 12.5 12.5 40 52.5 35 27.5 - -- 00

14 レ ス リ ン グ 18 10.5 5.5 19.5 15 5 20 13 20.5 18.5 15.5 29 13 8 18 10.5 13 20.5 17.5 13 15.5 13 8 - -- 4411

15 セ ー リ ン グ - -- 1144

16
ウエイトリフティン

グ
26 36 43 46 35 43 27 25 21 43 38 38 30 42 21 33 23 14 32 29 6 21 32 - -- 6611

17 ハン ド ボ ール 12.5 30 12.5 - -- 1122..55

18 自 転 車 6 31 2 15 16 6 1 5 37 3 6 38 5 12 7 10 3 9 29 7 15 - -- 7766

19 ソ フ ト テ ニ ス 25 30 - -- 55

20 卓 球 12.5 35 27.5 - -- 2244

21 軟 式 野 球 8 40 8 - -- 00

22 相 撲 - -- 00

23 馬 術 9 14.5 12 11 29 10 9 3 6 2 12 23.5 17 31.5 38 8 0.25 14 7 14.5 32 39 52 - -- 112233

24 フ ェ ン シ ン グ 5 5 3 6 3 15 12 15 - -- 3333

25 柔 道 25 12.5 12.5 12.5 30 12.5 25 25 15 12.5 37.5 12.5 - -- 4400

26 ソ フ ト ボ ー ル 44 52 36 36 56 88 100 44 64 60 100 - -- 113322

27 バ ド ミ ン ト ン 7.5 21 - -- 00

28 弓 道 41.6 32.5 35 17.5 24 48 30 39 36 45 42 24 42 60 30 84 42 42 78 - -- 7788

29 ラ イ フ ル 射 撃 2 4 11 8 12 40 24 13 12 27 18 11 33 37 27 8 21 32 20 13 18 27 - -- 2288

30 剣 道 12.5 25 12.5 25 12.5 12.5 25 12.5 12.5 30 25 12.5 20 - -- 114444

31 ラグビーフットボール 44 28 44 - -- 9944

32 スポーツクライミング 35 32.5 10 6 3 24 39 30 45 42 54 30 45 51 33 45 39 24 - -- 7788

33 カ ヌ ー 6 3 39 15 1 1 7 - -- 8800

34 ア ー チ ェ リ ー 15 - -- 00

35 空 手 道 18.5 8 13 7 11 15 7.5 2.5 5 2.5 6 - -- 6677

36 銃 剣 道 9 - - - - -- 4455

37 ク レ ー 射 撃 40 21 21 33 42 24 21 18 21 33 18 21 33 - -- --

38 な ぎ な た - -- 3333

39 ボ ウ リ ン グ 8 3.5 4 21 21 28 5 6 12 - -- 00

40 ゴ ル フ 30 30 9 19.5 15 15 4.5 10.5 13.5 3 21 16.5 13.5 15 7.5 43.5 - -- 2211

41 トライアスロン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- 55

324 484 238 435 333 358 339 529 382 472.5 632.5 510.5 508.0 529.0 520.0 605.5 637.3 566.5 629.0 503.5 564.0 475.5 675.5 61.0 42.0 11887700..55

16 20 14 19 16 17 16 22 17 20 22 22 22 20 18 20 22 16 21 16 19 14 17 3 2 4400

37 26 44 27 40 37 39 28 38 27 22 29 26 27 27 18 13 23 19 30 21 28 18 19 19 22

32 31 45 40 47 39 47 30 45 34 25 40 38 34 22 19 14 20 31 41 39 26 26 30 18 22

※ －は未実施競技。なお、R2、3は新型コロナウイルス感染症の影響により本大会を延期。そのため、天皇杯・皇后杯順位は冬季大会終了時点の順位である。

668855995588 7777

年度

667766556622 77666644 77336600 77447711 7722770066665577 6611

国民体育大会における本県選手団競技得点の推移

皇 后 杯 順 位

獲 得 競 技 得 点

天 皇 杯 順 位

得 点 獲 得 競 技 数

55665555
　　競技名

回　　
55445522 775566995533 6633
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天皇杯 皇后杯 天皇杯 皇后杯

1 21
京阪神地区を中心
とした近畿地区 青森 － －

2 22 石川 － － －

3 23 福岡 岩手･長野 42 22 東京 京都 冬・夏・秋

4 24 東京 長野･北海道 21 20 東京 東京 冬・夏・秋

5 25 愛知 北海道･山形 14 9 東京 東京 冬・夏・秋

北海道 北海道 冬

東京 東京 夏・秋

北海道 北海道 冬

東京 東京 夏・秋

北海道 北海道 冬

東京 東京 夏・秋

北海道 北海道 冬

奈良 奈良 水泳

東京 東京 夏・秋

10 30 神奈川 長野･北海道 30 32 東京都 東京都

11 31 兵庫 青森 33 35 東京都 東京都

12 32 静岡 栃木･兵庫 38 29 静岡県 東京都

13 33 富山 岩手･北海道 5 22 東京都 東京都

14 34 東京・埼玉 北海道･山形 13 17 東京都 東京都

15 35 熊本 長野 22 24 東京都 東京都

16 36 秋田 長野･新潟 28 19 東京都 東京都

17 37 岡山 青森･北海道 27 13 東京都 東京都

18 38 山口 北海道･宮城 26 9 東京都 東京都

19 39 新潟 神奈川･新潟 32 20 新潟県 新潟県

20 40 岐阜 長野･兵庫 29 14 岐阜県 岐阜県

21 41 大分 岩手･北海道 31 12 大分県 東京都

22 42 埼玉 栃木･青森 22 13 埼玉県 埼玉県

23 43 福井 北海道･長野 30 11 福井県 東京都

24 44 長崎 山梨･岐阜 31 11 長崎県 長崎県

25 45 岩手 長野･北海道 27 14 岩手県 大阪府

26 46 和歌山 青森･秋田 26 23 和歌山県 大阪府

27 47 鹿児島 栃木･鳥取 26 27 鹿児島県 鹿児島県

28 48 千葉 岩手･新潟 20 16 千葉県 東京都

29 49 茨城 北海道･福島 23 14 茨城県 茨城県

30 50 三重 山梨･北海道 19 15 三重県 三重県

31 51 佐賀 栃木･富山 36 23 佐賀県 東京都

32 52 青森 青森 25 39 青森県 東京都

33 53 長野 長野 13 8 長野県 長野県

34 54 宮崎 岩手･秋田･北海道 4 5 宮崎県 宮崎県

3355 5555 栃栃木木 北北海海道道 11 11 栃栃木木県県 栃栃木木県県

36 56 滋賀 山梨･新潟 27 16 滋賀県 滋賀県

37 57 島根 栃木･秋田 18 26 島根県 島根県

38 58 群馬 群馬 17 27 群馬県 群馬県

39 59 奈良 北海道･山形 25 33 奈良県 奈良県

40 60 鳥取 青森･群馬 16 29 鳥取県 鳥取県

は開催県以外が天皇杯・皇后杯を獲得

22

国国民民体体育育大大会会ののああゆゆみみ

冬季大会
本県順位 優勝都道府県

福島･宮城･山形 栃木･北海道 20 67 27

回 年 本大会

26 広島

11

1117

22 7

備考

6

9 29 北海道 北海道･長野

8 28
愛媛・香川
徳島・高知

岩手･秋田

青森･新潟
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天皇杯 皇后杯 天皇杯 皇后杯

41 61 山梨 山梨･北海道 19 28 山梨県 山梨県

42 62 沖縄 長野 29 26 沖縄県 沖縄県

43 63 京都 群馬･岩手 25 28 京都府 京都府

44 平元 北海道 北海道 18 32 北海道 北海道

45 2 福岡 岩手･青森 24 35 福岡県 福岡県

46 3 石川 長野･新潟 32 25 石川県 石川県

47 4 山形 山形 21 22 山形県 山形県

48 5 香川・徳島 青森･鳥取 24 22 香川県 香川県

49 6 愛知 群馬･宮城 27 28 愛知県 愛知県

50 7 福島 福島 33 38 福島県 福島県

51 8 広島 栃木･岐阜 19 19 広島県 広島県

52 9 大阪 北海道･秋田 37 32 大阪府 大阪府

53 10 神奈川 岩手 26 31 神奈川県 神奈川県

54 11 熊本 長野･北海道 44 45 熊本県 熊本県

55 12 富山 青森･富山 27 40 富山県 富山県

56 13 宮城 山梨･長野 40 47 宮城県 宮城県

57 14 高知 北海道･新潟 37 39 東京都 東京都 

58 15 静岡 群馬･北海道 39 47 静岡県 静岡県

59 16 埼玉 青森･山形 28 30 埼玉県 埼玉県

60 17 岡山 山梨･東京･岩手 38 45 岡山県 岡山県

61 18 兵庫 北海道･群馬 27 34 兵庫県 兵庫県

62 19 秋田 群馬･秋田 22 25 秋田県 秋田県

63 20 大分 長野 29 40 大分県 大分県

64 21 新潟 青森･新潟 26 38 新潟県 新潟県

65 22 千葉 北海道 27 34 千葉県 千葉県

66 23 山口 青森･秋田 27 22 山口県 山口県

67 24 岐阜 愛知･岐阜 18 19 岐阜県 岐阜県

68 25 東京 東京･秋田･福島 13 14 東京都 東京都

69 26 長崎 栃木･山形 23 20 長崎県 東京都

70 27 和歌山 群馬 19 31 和歌山県 東京都

71 28 岩手 岩手 30 41 東京都 東京都

72 29 愛媛 長野 21 39 東京都 東京都

73 30 福井 山梨･神奈川･新潟 28 26 福井県 福井県

74 令元 茨城 北海道 18 26 茨城県 茨城県

75 2 鹿児島 富山･青森 19 30 - - 冬季大会のみ

76 3 三重 岐阜・愛知・秋田 19 18 - -
冬季大会のみ
（スキー中止）

7777 44 栃栃木木 栃栃木木・・秋秋田田 2 2 東京都 東京都

特別 5 鹿児島 青森・岩手 特別国体

78 6 佐賀 北海道・山形
国民ｽﾎﾟｰﾂ大会
(名称変更)

79 7 滋賀

80 8 青森

81 9 宮崎

82 10 長野

83 11 群馬

84 12 島根

85 13 奈良

※第75回本大会が新型コロナウイルスの影響により延期となり、令和5年に特別国体として開催予定。

優勝都道府県
回 年 本大会 冬季大会

本県順位
備考
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※2023年３月９日現在
公益財団法人栃木県スポーツ協会

特別国民体育大会関東ブロック大会（埼玉県）参加申込期限

特別国民体育大会（鹿児島県）参加申込期限

(18競技)

(２競技)

(８競技)

(３競技)

(１競技)

水泳、テニス

バドミントン、ボート、ボウリング、なぎなた、スポーツクライミング、カヌー
（SP）、体操、弓道

ゴルフ、空手、馬術

(３競技)

(９競技)

(10競技)

(８競技)

(12競技)

サッカー、バスケットボール、ハンドボール、ソフトテニス、ウエイトリフティ
ング、軟式野球、フェンシング、ソフトボール、ライフル射撃、剣道、アー
チェリー、銃剣道、ホッケー、ボクシング、バレーボール、卓球、柔道、ラグ
ビーフットボール

陸上競技、テニス、馬術、バドミントン、弓道、スポーツクライミング
空手道、なぎなた

水泳、ローイング、バレーボール（ビーチバレーボール）、体操
レスリング、セーリング、自転車、相撲、カヌー、ボウリング、ゴルフ
トライアスロン

未定 スケート、アイスホッケー、スキー

ホッケー、ボクシング、バレーボール（６人制）、卓球、柔道
ソフトボール、ラグビーフットボール、銃剣道、高等学校野球

サッカー、バスケットボール、ウエイトリフティング、ハンドボール
ソフトテニス、軟式野球、フェンシング、ライフル射撃、剣道、アーチェリー

8月31日(木)

8月24日(木)

第3次

第4次

第5次

第1次

第4次

78冬季

第3次

第2次

期　限 競　技

8月9日(水)

8月17日(木)

第6次 10月5日(木) アイスホッケー

(１競技)

7月4日(火)

期　限 競　技

4月27日(木)

5月11日(木)

5月25日(木)

6月15日(木)

カヌー（SL・WW）第1次

第2次
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NNoo 競競技技名名 種種別別等等 競競技技日日程程 会会場場地地 会会場場名名 所所在在地地 主主なな最最寄寄りり駅駅等等かかららののアアククセセスス

水球 ８月１日（火）～６日（日） さいたま市 県大宮公園水泳場 さいたま市大宮区高鼻町4 「東武アーバンパークライン大宮公園駅」より徒歩10分

アーティスティック
スイミング ７月29日（土）・30日（日） 新座市 セントポールズ・アクアティックセンター 新座市北野1丁目2 「東武東上線志木駅」より徒歩15分

８月19日（土）・20日（日） 熊谷市 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 熊谷市上川上300 「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「陸上競技場入口」下車徒歩７分

８月19日（土）・20日（日） 熊谷市 熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」 熊谷市原島315番地 「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「テレビ熊谷前」下車徒歩9分

少年男子 ８月14日（月）・15日（火） さいたま市
埼玉スタジアム2002公園第２･３グラウン
ド

さいたま市緑区中野田500 「埼玉高速鉄道浦和美園駅」より徒歩15分

少年女子 ８月19日（土）・20日（日） さいたま市
埼玉スタジアム2002公園第２･３グラウン
ド

さいたま市緑区中野田500 「埼玉高速鉄道浦和美園駅」より徒歩15分

3 ８月５日（土）・６日（日） さいたま市 大宮第２公園第１テニスコート さいたま市大宮区寿能町2-405 「東武アーバンパークライン大宮公園駅」より徒歩10分

4 ７月８日（土）・９日（日） 戸田市 県立戸田公園漕艇場 戸田市戸田公園5-27 「JR戸田公園駅」より徒歩10分

阿須運動公園ホッケー場 飯能市大字阿須812-3 「西武池袋線元加治駅」より徒歩15分

駿河台大学ホッケー場 飯能市大字阿須698 「西武池袋線元加治駅」より徒歩20分

6 ８月24日（木）～27日（日） 和光市 和光市総合体育館 和光市広沢3-1 「東京メトロ有楽町線・副都心線・東武東上線和光市駅」よりバス「西大和団地」下車徒歩５分

成年男子
成年女子

８月26日（土）

少年男子
少年女子

８月25日（金）・26日（土）

新体操

競技

トランポリン 草加市 草加市スポーツ健康都市記念体育館 草加市瀬崎6－31－1 「東武スカイツリーライン谷塚駅」より徒歩27分

9 ８月17日（木）～19日（土） 深谷市 深谷ビッグタートル 深谷市上野台2568 「JR深谷駅」よりバス「仙元荘」下車徒歩７分

10 ８月18日（金）・19日（土） さいたま市 さいたま市記念総合体育館 さいたま市桜区道場4-3-1 「JR浦和駅または中浦和駅」よりバス「桜区役所」下車徒歩１分

少年男子 ８月17日（木）～19日（土） 北本市 北本市体育センター 北本市古市場1-156 「JR北本駅」よりバス「北本高校前または北本体育センター前」下車徒歩１分

12 ８月18日（金）～20日（日） 熊谷市 熊谷スポーツ文化公園多目的運動場 熊谷市上川上300 「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「くまがやドーム」下車

13 ８月26日（土）・27日（日） 熊谷市 熊谷スポーツ文化公園ドーム体育館 熊谷市上川上300 「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「くまがやドーム」下車

さいたま市 レジデンシャルスタジアム大宮 さいたま市大宮区寿能町2-519 「東武アーバンパークライン大宮公園駅」より徒歩10分

さいたま市 県大宮公園野球場 さいたま市大宮区高鼻町4 「東武アーバンパークライン大宮公園駅または北大宮駅」より徒歩10分

15 ６月24日（土）・25日（日）
山梨県
北杜市

山梨県馬術競技場 北杜市小淵沢町10060-3 「JR小淵沢駅」より徒歩25分

16 ８月19日（土）・20日（日） 蓮田市 蓮田市総合市民体育館 蓮田市閏戸2343 「JR蓮田駅」よりバス「パルシー・ハストピア」下車

17 ８月20日（日） 加須市 平成国際大学体育館 加須市水深大立野2000 「東武伊勢崎線花崎駅」より徒歩20分

成年男子
上谷総合公園野球場「フラワースタジア
ム」

鴻巣市上谷707 ｢JR鴻巣駅」よりバス「上谷公園」下車徒歩５分

成年女子 コスモスアリーナふきあげ 鴻巣市明用636-1 「JR吹上駅」より徒歩30分またはタクシー10分

少年男子 川里中央公園 鴻巣市関新田字十番1780-1 「JR鴻巣駅」下車

少年女子 北本市 北本市総合公園 北本市古市場1-167 ｢JR北本駅」よりバス「北本高校前」下車徒歩３分

19 ７月８日（土）・９日（日） 久喜市 毎日興業アリーナ久喜 久喜市江面1616 「JR・東武伊勢崎線久喜駅」より徒歩30分

20 ７月22日（土）・23日（日） 上尾市 県立武道館 上尾市日の出4-1877 ｢JR上尾駅」より徒歩25分

S．B（50m）
AR（10m）

BR、BP

22 ８月20日（日） 上尾市 県立武道館 上尾市日の出4-1877 ｢JR上尾駅」より徒歩25分

23 ８月25日（金）～27日（日） 熊谷市 熊谷スポーツ文化公園ラグビー場 熊谷市上川上300 「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「赤城神社前」下車徒歩５分

24 ７月８日（土）・９日（日） 入間市 Climb Park Base Camp 入間市東町7-1-7 「西武池袋線武蔵藤沢駅」より徒歩13分

スラローム
ワイルドウォーター ６月３日（土）・４日（日）

東京都
青梅市

御岳渓谷カヌー競技場 東京都青梅市御岳本町 「JR青梅線御嶽駅」下車

スプリント ７月１日（土）・２日（日）
山梨県

富士河口湖町
精進湖カヌー競技場 山梨県都留郡富士河口湖町精進湖 「富士急行線河口湖駅」よりバス「精進キャンプ場」下車

26 ８月19日（土）・20日（日） 宮代町 はらっパーク宮代多目的広場 宮代町金原295
「東武伊勢崎線姫宮駅」より徒歩30分または
「東武伊勢崎線東武動物公園駅」下車より35分

27 ６月24日（土） 上尾市 県立武道館 上尾市日の出4-1877 ｢JR上尾駅」より徒歩25分

28 ８月19日（土） 鴻巣市 鴻巣市立総合体育館 鴻巣市鴻巣864-1 「JR鴻巣駅」より徒歩15分

29 ７月15日（土）・16日（日） 上尾市 県立武道館 上尾市日の出4-1877 ｢JR上尾駅」より徒歩25分

30 ７月14日（金）～16日（日） 狭山市 新狭山グランドボウル 狭山市新狭山1-1-9 「西武新宿線新狭山駅」より徒歩10分

31 6月20日（火）・21日（水） 飯能市 飯能ゴルフクラブ 飯能市芦苅場495 「西武池袋線仏子駅」よりバス「西武ぶしニュータウン」下車徒歩６分

成年男子 12月8日（金）～10日（日）

少年男子 12月15日（金）～17日（日）

８月17日（木）～20日（日）
成年男子
成年女子
少年女子

長瀞町 県長瀞射撃場

馬術

フェンシング

柔道

ソフトボール ８月19日（土）～21日（月）

鴻巣市

８月19日（土）・20日（日）

特別国民体育大会関東ブロック大会　競技日程・会場・アクセス

上尾市日の出4－386 ｢JR上尾駅」より徒歩25分

25 カヌー

アーチェリー

空手道

銃剣道

なぎなた

長瀞町大字野上下郷2395-1 ｢秩父鉄道長瀞駅」よりタクシー10分

剣道

弓道

21 ライフル射撃 ８月19日（土）・20日（日）

ゴルフ

32 アイスホッケー 上尾市 埼玉アイスアリーナ

ボウリング

スポーツクライミング

バドミントン

18

卓球

14 軟式野球

 ラグビーフットボール

「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「くまがやドーム」下車

ソフトテニス

11 ハンドボール

「JR・秩父鉄道熊谷駅」よりバス「陸上競技場入口」下車徒歩７分

バスケットボール

ウエイトリフティング

8 体操 ７月21日（金）～23日（日）

熊谷市 熊谷スポーツ文化公園ドーム体育館 熊谷市上川上300

熊谷市上川上300熊谷スポーツ文化公園ドーム体育館熊谷市

深谷市上野台2568 「JR深谷駅」よりバス「仙元荘」下車徒歩７分

テニス

ボート

5 ホッケー ８月25日（金）～28日（月） 飯能市

ボクシング

7 バレーボール 深谷市 深谷ビッグタートル

2 サッカー

成年男子

1 水泳
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No. 成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 男子 女子 備考

水球 3 2
アーティスティックスイミング 4

2 3 4 2
3 7 (S) (S) (S)

舵手つきフォア 3
舵手つきクォドルプル 1 3 2
ダブルスカル (S) 3 4 3
シングルスカル 4 4 3 3

5 1 1 1 1
6 4 3 4

6人制 3 3 4 4
ビーチバレーボール (S) (S)
競技 3 1 6 5
新体操 4
トランポリン 3 3

9 2 2 4 4
10 ※ (S) （S)※書類選考 ※1～5位は2名、6位は1名

11 3 3 4 3
12 2 (S) 4 4
13 (S) 3 2 6
14 5
15 8種目13名 6種目11名

16 (S) 3 3 4
17 4 (S) 5
18 2 2 2 2
19 5 2 2 (S)
20 4 4 3 3

FR3P 5
FR60PR FR20K 5
AR60 AR60PR (S)
AP60 4
CFP60 CFP30 (S)
R3P R60PR 4
AR60W AR60PRW 4
AP60W 6
AR60J 5
BR60J 4
BP60J 3
AR60WJ 4
BR60WJ (S)
BP60WJ 3

22 (S) 3 3 3
23 3 2 3
24 (S) 3 3 3

SP-K1 4 3 5 4
SP-K2 2 2
SP-K4 2
SP-C1 4 1 4
SP-C2 2
SL-K1 4 3
SL-C1 1 1
WW-K1 1 1

26 2 2 4 4
27 2 2 2 2
28 (S) 2
29 (S) 5
30 5 4 5 5
31 (S) 5 (S)
32 5 4

◆（Ｓ）は47都道府県参加の種別・種目 ※令和５年３月９日現在

フェンシング

8 体操

馬術

アイスホッケー
ゴルフ
ボウリング
なぎなた（試合）
銃剣道

ウエイトリフティング

ホッケー

1

空手道（形）

4

7

25

21 ライフル射撃

スポーツクライミング
ラグビーフットボール
剣道

アーチェリー

カヌー

バドミントン
ソフトボール
柔道

特特別別国国民民体体育育大大会会関関東東ブブロロッックク大大会会（（埼埼玉玉県県））　　代代表表数数一一覧覧

競技名（種目）

9種目14名

水泳

ローイング

バレーボール

弓道

サッカー
テニス

軟式野球
卓球
ソフトテニス
ハンドボール

バスケットボール

ボクシング
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7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

● 　

　 ●

正式競技

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

全種別 鹿児島市 白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場） ● ● ● ● ●

志布志運動公園陸上競技場 ● 　 ● ●

しおかぜ公園多目的広場 ● ●

OSAKO YUYA stadium ● ● 　 ● ●

加世田運動公園多目的広場 ● ● ●

吹上浜海浜公園運動広場 ● ● ●

国分運動公園陸上競技場 ● ● ●

国分運動公園多目的広場 ● ●

まきのはら運動公園多目的広場 ● ● 　

成年男女 東開庭球場 ● ● ● ●

少年男女 鹿児島県立鴨池庭球場 ● ● ● ●

丸山自然公園人工芝コート ● ● ● ● ●

薩薩摩川内市樋脇屋外人工芝競技場 ● ● ● ● ●
成年男子
少年男子 ● ● ● ● ●

成年女子 ● 　 ● ● ●

成年男子 いちき串木野市 いちき串木野市総合体育館 ● ● ● ●

成年女子 鹿屋市 平和公園串良平和アリーナ ● ● ● ●

南栄リース桜島アリーナ（桜島総合体育館） ● ● ●

西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ） ●

少年女子 西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ） ● ● ● ●

成年男子 ビーラインスポーツパーク姶良体育館 ● ● ● ●

ビーラインスポーツパーク姶良体育館 ● ●

姶良市蒲生体育館(おおくすアリーナ) ● ●

少年男子 薩薩摩川内市
薩薩摩川内市総合運動公園総合体育館
（サンアリーナせんだい） ● ● ● ● ●

少年女子 いちき串木野市 いちき串木野市総合体育館 ● ● ● ● ●

全種別 鹿児島市 鹿児島市平川特設セーリング会場 ● ● ● ●
成年男子
少年男子 ● ● ● ● ●

女子 ● ●

霧島市国分体育館 ● ● ● ● ●

霧島市溝辺体育館 ● ● ● ● ●

霧島市横川体育館 ● ● ●

霧島市隼人体育館 ● ●

霧島市立国分中央高等学校精華アリーナ ● ●

ロード・レース
成年男子
少年男子
女子

錦江町
鹿屋市
肝付町
南大隅町

大隅広域特設ロード･レースコース ●

トラック・レース
成年男子
少年男子
女子

南大隅町 鹿児島県根占自転車競技場 ● ● ● ●

全種別 鹿児島市 東開庭球場 ● ● ● ●

全種別 鹿児島市 あいハウジングアリーナ松元（松元平野岡体育館） ● ● ● ● ●

平和リース球場（鹿児島県立鴨池野球場） ● ● ● ●

鴨池公園野球場(鴨池市民球場) ● ●

出水市 ブルーチップスタジアム（出水市総合運動公園野球場） ● ● 　

薩薩摩川内市 薩薩摩川内市総合運動公園野球場 ● ●

日置市伊集院総合運動公園野球場 ● ● ●

日置市東市来運動公園湯之元球場 ● ●
成年男子
少年男子

奄美市 奄美市名瀬運動公園サンドーム ● ● ●
成年男子
成年女子
少年

霧島市 霧島市牧園特設馬術競技場 ● ● ● ● ●

全種別 垂水市 垂水中央運動公園体育館 ● ● ● ●
成年男子
少年男子
女子

鹿児島市 西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ） 　 ● ● ●

特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」　競技会会期

式　　典 会　場　地 式　典　会　場

競　技　日　程
10月

総合開会式
鹿児島市 白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）

総合閉会式

ホッケー 全種別 薩薩摩川内市

競　技　日　程
10月

陸上競技

サッカー

成年男子 志布志市

少年男子 南さつま市

少年女子

競　技　名 種　別 会　場　地 競　技　会　場

霧島市

テニス 鹿児島市

ボクシング 阿久根市 阿久根総合運動公園総合体育館

バレーボール ６人制
少年男子

鹿児島市

薩薩摩川内市入来総合運動場体育館

ハンドボール 全種別 霧島市

自転車

バスケットボール

姶良市
成年女子

セーリング

ウエイトリフティング 薩薩摩川内市

ソフトテニス

卓球

軟式野球 成年男子

鹿児島市

日置市

相撲

馬術

フェンシング

柔道
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正式競技

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

成年男子 諏訪運動公園陸上競技場 ● ● ●

少年男子 知覧平和公園陸上競技場 ● ● ●

少年女子 知覧平和公園多目的球場 ● ● ●

成年女子 指宿市 開聞総合グラウンド ● ● ●

全種別 指宿市 指宿総合体育館 ● ● ● ●

近的 全種別 　 ● ● ● ●

遠的 全種別 　 ● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

ＢＲ，ＢＰ
少年男子
少年女子

ハートピアかごしま ● ● ●

成年男子 姶良市 鹿児島県警察学校 ● ● ● 　

全種別 霧島市 霧島市牧園アリーナ ● ● ●

成年男子 　 ● ● 　

女子 　 ● ● 　
北薩広域公園かぐや姫グラウンド
北薩広域公園運動広場 ● ● ● ●

リード ● ● ●

ボルダリング ● ● ●

スプリント 全種別 伊佐市 伊佐市菱刈カヌー競技場 ● ● ● ●

スラローム ● ● 　

ワイルドウォーター ● 　 ●

全種別 鹿児島市 鹿児島ふれあいスポーツランド運動広場 ● ● ●

全種別 薩薩摩川内市
薩薩摩川内市総合運動公園総合体育館
(サンアリーナせんだい) ● ● ●

成年男子
少年男子

霧島市 霧島市立国分中央高等学校精華アリーナ ● ● ●
成年女子
少年女子

枕崎市 枕崎市立総合体育館 ● ● ●

全種別 鹿児島市 サンライトゾーン ● ● ● ● ●
成年男子
成年女子

天城町 天城町特設トライアスロン会場 ●

正式競技 （会期前実施競技）

16 17 18 19 20 21 22 23 24
土 日 月 火 水 木 金 土 日

競泳 全種別 　 ● ● ●

飛込 全種別 ● ● ●

少年男子 ● 　 ● ●

女子 　 ● ● ●
アーティスティック
スイミング

少年女子 ●
オープンウォーター
スイミング

男子　女子 屋久島町
屋久島町一湊海水浴場特設オープンウォー
タースイミング会場 　 ●

全種別 鹿屋市 鹿屋市輝北ダム特設ローイングコース ● ● ● ●

バレーボール ビーチバレーボール
少年男子
少年女子

大崎町 大崎町ビーチスポーツ専用競技場 ● ● ● ●

競技 全種別 ● ● ● ●

新体操 少年女子 ● ●

トランポリン 男子　女子 ●
成年男子
少年男子 ● ● ● ●

女子 ● ●

成年男子 霧島ゴルフクラブ ● ● ●

少年男子 溝辺カントリークラブ ● ● ●

女子 姶良市 鹿児島高牧カントリークラブ ● ● ●

特別競技

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

硬式 ― 鹿児島市 平和リース球場（鹿児島県立鴨池野球場） ● ● ●

軟式 ― 出水市 ブルーチップスタジアム（出水市総合運動公園野球場） ● ● ●

競　技　名 種　別 会　場　地 競　技　会　場

競　技　日　程
10月

出水市総合運動公園特設弓道会場

ライフル射撃

全種別
鹿児島市

鹿児島県ライフル射撃場

ソフトボール
南九州市

バドミントン

弓道 出水市

南さつま市 南さつま市加世田特設スポーツクライミング会場

カヌー 成年男子
成年女子

湧水町 湧水町轟の瀬特設カヌー競技場

剣道

ラグビーフットボール
鹿児島市 鹿児島県立サッカー･ラグビー場

少年男子 さつま町

アーチェリー

空手道

銃剣道

なぎなた

ボウリング

トライアスロン

スポーツ
クライミング

全種別

競　技　日　程
９月

水泳
鹿児島市 鴨池公園水泳プール

水球

競　技　名 種　別 会　場　地 競　技　会　場

ローイング

体操 鹿児島市 西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ）

レスリング 日置市 日置市吹上浜公園体育館

高等学校野球

ゴルフ
霧島市

競　技　名 種　別 会　場　地 競　技　会　場

競　技　日　程
10月
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第第 7788 国国民民体体育育大大会会冬冬季季大大会会((北北海海道道・・山山形形県県))競競技技日日程程・・会会場場一一覧覧  

  

１ 会期 

（１）スケート競技会・アイスホッケー競技会 

令和６年１月 27 日(土)～２月３日(土) ８日間 

 

（２）スキー競技会 

令和６年２月 21 日(水)～２月 24 日(土) ４日間 

 

２ 会場地 

（１）スケート競技会・アイスホッケー競技会：北海道苫小牧市 

（２）スキー競技会：山形県山形市、上山市、最上町 

 

３ 日程及び会場 

（１）スケート競技会・アイスホッケー競技会 

種 目 日 程 会 場 

開始式 １月 27 日(土) 苫小牧市民会館 

表彰式 
スケート １月 31 日(水) ハイランドスポーツセンター 

アイスホッケー ２月３日(土) 白鳥王子アイスアリーナ 

スピードスケート １月 28 日(日)～31 日(水) ハイランドスポーツセンター 

ショートトラック １月 28 日(日)～29 日(月) 新ときわスケートセンター 

フィギュア １月 28 日(日)～31 日(水) 白鳥王子アイスアリーナ 

アイスホッケー 
１月 30 日(火)    

～２月３日(土) 

白鳥王子アイスアリーナ 

ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ 

新ときわスケートセンター 

 

（２）スキー競技会 

種 目 日 程 会 場 

開始式 ２月 21 日(水) やまぎん県民ホール 

表彰式 ２月 24 日(土) 山形テルサ 

ジャイアントスラローム ２月 22 日(木)～24 日(土) 最上町赤倉温泉スキー場 

スペシャルジャンプ ２月 21 日(水)・22 日(木) 
山形市蔵王ジャンプ台 

コンバインド(ジャンプ) ２月 21 日(水)・23 日(金) 

コンバインド(クロカン) ２月 23 日(金) 上山・坊平高原 

クロスカントリー競技場 クロスカントリー ２月 22 日(木)～24 日(土) 
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ⅣⅣ

資料



競　　　技 種 目 学 校 名 競　　　技 種　　　目 学 校 名

ウエイトリフティング 女子59㎏級 上條　杏華 1 小 山 三

ウエイトリフティング 女子45㎏級 酒井　心音 1 小 山 三

弓道 女子 北 犬 飼 ウエイトリフティング 男子81㎏級 蓬田　愉咲 3 小 山 三

ホッケー 女子 今 市 ・ 落 合 駅伝 女子区間 吉川　夢音 3 真 岡

剣道 男子 壬 生 陸上競技 男子1500ｍ 梅原　俊太 3 間 々 田

ホッケー 女子 東 原 水泳競技 女子100ｍバタフライ 後藤　結愛 3 佐 野 西

体操競技 女子個人総合 飯島　琉日 1 小 山

体操競技 女子種目別平均台 飯島　琉日 1 小 山

弓道 男子個人 川上　聖斗 2 清 原

水泳競技 6位:飛込競技男子 姿 川 陸上競技 4位:女子走幅跳 石原　南菜 2 足 利 二

ソフトテニス ベスト8女子 芳 賀 陸上競技 7位:男子4×100ｍR

古谷　　大
一色　晴樹
長瀧　虹太
佐藤　空河

3
3
3
3

一 条

柔道 ベスト8男子 国 分 寺 水泳競技 5位:飛込競技男子3ｍ飛板飛込 古谷　英成 3 姿 川

柔道 ベスト8女子 豊 郷 水泳競技 8位:飛込競技男子高飛込 古谷　英成 3 姿 川

剣道 ベスト8女子 小 山 三 水泳競技 8位:飛込競技女子3ｍ飛板飛込 脇坂　恵生 2 宇 大 附

弓道 5位:男子 陽 西 水泳競技 5位:女子50m自由形 後藤　結愛 3 佐 野 西

ホッケー ベスト8：男子 東 原 体操競技 5位：女子種目別ゆか 飯島　琉日 1 小 山

ソフトボール ベスト8：女子 阿 久 津 剣道 ベスト8：男子個人 大河原　靖太 2 小 山 三

駅伝 6位：男子 三 島 ウエイトリフティング 4位：女子49㎏級 千野　月 1 小 山 三

駅伝 6位：女子 真 岡 ウエイトリフティング 8位：男子61㎏級 塚原　颯星 2 南 犬 飼

アイスホッケー ベスト8男子 日 光 東 柔道 ベスト8：女子40ｋｇ級 嶋田　怜乃愛 3 足 利 一

アイスホッケー ベスト8男子 日 光 柔道 ベスト8：女子48ｋｇ級 手塚　美羽 3 三 島

柔道 ベスト8：女子57ｋｇ級 常見　風羽 1 協 和

柔道 ベスト8：女子70ｋｇ超級 髙橋　梨子 3 豊 郷

柔道 ベスト8：男子81ｋｇ級 井桁　睦稀 3 国 分 寺

スキー 5位：女子GL 大貫　詩旺 3 鹿 沼 東

スキー 6位：男子SL 足助　柊哉 2 東 那 須 野

令和４年度　全国中学校体育大会等の上位成績　

団　　　　　　　　　　　体 個　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

氏　　　名

優
　
勝

２
位

３
　
位

※県中学新記録

ベ
ス
ト
８
以
内

〔上位入賞数の推移〕

団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人

優勝 0 3 2 4 0 3 2 0 1 3 2 2 3 12 0 0 0 2 0 0

２位 1 2 0 1 1 2 0 2 2 2 0 5 2 6 0 0 1 3 2 1

３位 2 3 0 3 2 3 1 3 1 4 1 4 1 4 0 0 1 2 2 5

小 計 3 8 2 8 3 8 3 5 4 9 3 11 6 22 0 0 2 7 4 9

合 計

〔４位～ベスト８の推移〕

団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人

５位～ベスト８ 6 14 5 11 4 8 5 10 8 12 3 14 2 17 0 0 6 9 12 17

合 計

総 計

平成26年度平成25年度 令和３年度 令和４年度

11 10 11 8 13 14 28

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

0 9 13

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

24 42

19 0 15 29

31 47 031 26 23 23 33

1720 16 12 15 20
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令和４年度全国高等学校総合体育大会等の上位成績 R5.2.14時点

※軟式野球・ライフル射撃は全国高等学校選手権大会、ダンスは全日本高校・大学ダンスフェスティバルである。

【上位入賞数の推移】

【4位～ベスト8の推移】

氏名 学校名

優
勝

体操競技 男子個人総合 男

順
位

団体 個人

競技 種目 性別 学校名 競技 種目 性別

谷田　雅治 作　新

ウエイトリフティング
男子+102kg級
トータル

男 塚田　直人 小山南

ウエイトリフティング
男子+102kg級
スナッチ

男 塚田　直人 小山南

女 千野　　虹 栃翔南

ウエイトリフティング
女子76kg級
スナッチ

女

ウエイトリフティング
女子76kg級
トータル

千野　　虹 栃翔南

ウエイトリフティング
女子76kg級
クリーン&ジャーク

女 千野　　虹 栃翔南

体操競技 男子個人ゆか 男 谷田　雅治 作　新

男 谷田　雅治 作　新

2
位

体操競技 男子団体総合 男 作　新 レスリング 男子92kg級

体操競技 男子個人鉄棒

男 植木　優斗 足大附

柔道 男子90kg級 男

小山南

ウエイトリフティング
男子89kg級
クリーン&ジャーク

男 及川　瑛人 青泰斗

齋五澤　凌生 白　鷗

ウエイトリフティング
男子+102kg級
クリーン&ジャーク

男 塚田　直人

男 谷田　雅治 作　新

水泳（飛込） 女子3m飛板飛込 女

体操競技 男子個人平行棒

関野　思衣 宇　南

3
位

ライフル射撃 学校対抗ビームライフル 女 真北陵 陸上競技 男子ハンマー投 男 日渡　陸斗 真　岡

バドミントン 女子シングルス 女 遠藤　美羽 作　新

ライフル射撃 ビームライフル立射女子 女 小林　和奈 真北陵

弓道 男子個人 男 石川　碧輝 足大附

自転車 女子ケイリン 女 普久原　美海 作　新

ウエイトリフティング
女子55kg級
クリーン&ジャーク

女 野沢　奈穂 小　山

体操競技 男子個人跳馬 男 小野　涼城 作　新

ボート 女子ダブルスカル 女
藤倉　望妃
堀越　紅羽

佐　野

ﾍﾞｽﾄ8　バドミントン 女子シングルス 女 水井　寿々妃 作　新

ﾍﾞｽﾄ8　サッカー 男子 男 矢中央 ﾍﾞｽﾄ8　ボクシング

ﾍﾞｽﾄ8　ホッケー 男子 男 今　市

バンタム級 男 亀田　昇吾 作　新

ﾍﾞｽﾄ8　バドミントン 女子学校対抗 女 作　新 ﾍﾞｽﾄ8　ボクシング ウェルター級 男 市村　奏太 作　新

ﾍﾞｽﾄ8　柔道 男子団体 男 白　鷗 ﾍﾞｽﾄ8　ボクシング ミドル級 男 シルバ イエシュア 作　新

ﾍﾞｽﾄ8　相撲 団体 男 黒　羽 ﾍﾞｽﾄ8　レスリング 男子51kg級 男 與那城　一輝

女 栃翔南 4位　体操競技 男子個人つり輪

足大附

ﾍﾞｽﾄ8　軟式野球 団体 男 作　新 4位　陸上競技 男子三段跳 男 金井　晃希 作　新

6位　ウエイト
　 　リフティング

男子73kg級
トータル

青泰斗

5位　ウエイト
　 　リフティング

女子56kg級
トータル

女 野沢　奈穂 小　山

ﾍﾞｽﾄ8　アイスホッケー 男子 男 日明峰
5位　ウエイト
　 　リフティング

男子89kg級
トータル

男 及川　瑛人

黒磯南

7位　水泳競技 女子100m背泳ぎ 女 赤羽　沙也加 黒磯南

6位　水泳競技 女子200m背泳ぎ 女 赤羽　沙也加

男 川口　雄飛 作　新

7位　体操競技 男子個人跳馬 男

7位　体操競技 男子個人平行棒

谷田　雅治 作　新

7位　体操競技 男子個人ゆか 男 小野　涼城 作　新

7位　自転車 女子ポイントレース 女 新沼　杏菜 作　新

作　新

8位　ウエイト
　 　リフティング

女子55kg級
スナッチ

女

8位　体操競技 男子個人あん馬

8位　ウエイト
　 　リフティング

男子73kg級
スナッチ

男 石塚　智也

男 谷田　雅治

8位　ウエイト
　 　リフティング

男子+102kg級
スナッチ

男 小藤　快勢 小　山

野沢　奈穂 小　山

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

8位　スキー

ベ
ス
ト
8
以
内

団体

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

団体 個人 団体 個人 団体

0 3 3

個人 団体 個人

優勝 1 5 0 3 1 2

個人 団体 個人 団体 個人 団体個人 団体 個人 団体 個人

1 2 1 7 1

0 9

2位 3 5 1 2 1 2 0

0 1 0 0 2 10 5 0

81 2 1 3 1 4

6

3位 2 5 0 4 0 2 2 2

2 0 1 0 7 14

15 1 9 2

0 0 2 5 1

13 2 23

合計 21 10 8 13 6 18

13 2 7 0 1 46 2 11 2 4 5小計 6

令和４年度

団体 個人 団体 個人 団体

9 1 17 25

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

団体個人 団体 個人 団体 個人 団体

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

4位～
8位 4 9 6 15 10 21

個人 団体

総計 34 31 39 37 24 32

9 28

合計 13 21 31 24 18 14 16

4 12 0 1 2 159

25 2 34 62

スキー スラローム

1 17 37

15 2 16 1 13

個人 団体 個人個人 団体 個人

女 大西　美琴 足大附

5位　スキー ジャイアントスラローム 男

石塚　智也 栃翔南

男 谷田　雅治 作　新

8位　　体操競技 女子団体総合 女 宇短附
5位　ウエイト
　 　リフティング

男子73kg級
ジャーク

男

6位　ウエイト
　 　リフティング

学校対抗

足大附

横尾　錬 足大附

5位　スキー スラローム 男 横尾　錬

女 普久原　美海 作　新

5位　ライフル射撃
女子
ビームライフル立射40

8位　自転車
女子
500mタイムトライアル

男 深澤　嵩晴 足大附スラローム

栃翔南

浅野　涼太 作　新

女 橋本　もえ花 真北陵

6位　自転車
男子
ケイリン

男

阿久津　仰祐 作　新

男 石塚　智也 栃翔南

6位　自転車
男子
１kmタイムトライアル

男
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学
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書

①
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②
学
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承
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③
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書
①
学
校
名

承
諾

書
②
学
校
名

承
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書
①
学
校
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書
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書
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校
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承
諾

書
②
学
校
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承
諾

書
③
学
校
名

承
諾

書

1 2
作

 
新

1
佐

日
大

1
文

芸
附

1
白

 
鷗

1

3
宇

 
工

1
白

 
鷗

1
文

芸
附

1
宇

 
北

1
作

 
新

1
矢

中
央

1
宇

中
女

宇
中

央
1

小
山

南
1

小
山

1

4
足

大
附

1
作

 
新

1
国

学
栃

1
文

星
女

1
宇

中
女

宇
中

央
1

宇
 
工

1
文

芸
附

1
宇

都
宮

1
宇

 
商

1

5
矢

中
央

1
文

星
女

1
佐

日
大

1
宇

短
附

1
真

　
岡

1
宇

短
附

1
宇

　
女

1
白

　
鷗

1
国

学
栃

1
栃

　
木

1
さ

く
ら

1
宇
中
女

宇
中
央

1
大

　
女

1
小

城
南

1

6
宇

短
附

1
白

　
鷗

1
宇

　
工

1
矢

中
央

1
宇

短
附

1
文

星
女

1
大

田
原

1
大

　
女

1

7
青

泰
斗

1
真

女
子

1
作

 
新

1
文

芸
附

1
足

 
利

1
文

星
女

1
青

泰
斗

1

8
黒

 
羽

1
矢

 
板

1
大

田
原

1

競
技

作
　

新
1

宇
短

附
1

白
 
鷗

1
宇

短
附

1
作

 
新

1
白

 
鷗

1
足

利
工

1
宇

　
東

1
国

学
栃

1

新
体

操
文

星
女

1
宇

 
女

1
宇

短
附

1
栃

　
女

1

1
0

国
学

栃
1

栃
木

商
1

小
山

西
1

石
 
橋

1
鹿

商
工

1
栃

 
女

1
小

山
西

1
宇

短
附

1
足

 
利

1

競
泳

白
　

鷗
1

白
　

鷗
1

飛
込

宇
　

南
1

水
球

宇
　

東
1

1
2

足
大

附
1

足
大

附
1

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ

ー
日

明
峰

1

ス
ピ

ー
ド

・
フ

ィ
ギ

ュ
ア
日

明
峰

1
日

明
峰

1

1
4

1
5

国
学

栃
1

佐
日

大
1

作
　

新
1

足
大

附
1

宇
都

宮
1

宇
 
工

1
佐

 
野

1

1
6

宇
　

南
1

作
 
新

1
作

 
新

1
小

城
南

1
宇

白
楊

1
宇

 
北

1
宇

短
附

1
宇

 
南

1
宇

 
北

1
矢

 
板

1
栃

木
工

1
宇
中
女

宇
中
央

1
黒

 
磯

1
小

城
南

1

1
7

白
 
鷗

1
国

学
栃

1
国

学
栃

1
作

　
新

1
文

芸
附

1
足

短
附

1
作

 
新

1
宇

短
附

1
烏

 
山

1
茂

 
木

1
栃

木
農

1
黒

 
磯

1
茂

 
木

1
黒

磯
南

1

1
8

足
大

附
1

鹿
　

沼
1

鹿
　

沼
1

作
　

新
1

鹿
沼

東
1

足
大

附
1

作
　

新
1

宇
　

女
1

宇
都

宮
1

栃
木

工
1

茂
　

木
1

宇
　

東
1

鹿
沼

東
1

栃
翔

南
1

1
9

佐
日

大
1

小
 
山

1
小

 
山

1
文

芸
附

1
白

 
鷗

1
作

 
新

1
白

 
鷗

1
矢

中
央

1
宇

都
宮

1
真

 
岡

1
宇

 
東

1
鹿

 
沼

1
文

星
女

1
宇

　
南

1

2
0

小
山

南
1

小
山

南
1

小
 
山

1
栃

翔
南

1
小

北
桜

1
小

 
山

1
栃

翔
南

1
小

北
桜

1

2
1

作
　

新
1

白
　

鷗
1

白
　

鷗
1

作
 
新

1

2
2

足
大

附
1

馬
 
頭

1
宇

　
商

1
足

　
工

1
宇

 
商

1

2
3

作
　

新
1

作
　

新
1

2
4

足
大

附
1

作
　

新
1

文
芸

附
1

星
の

杜
1

2
5

宇
 
南

1
宇
中
女

宇
中
央

1
栃

 
商

1
栃

翔
南

1
宇

中
央

1
宇

 
南

1
栃

 
商

1
栃

翔
南

1

2
6

今
　

市
1

今
　

市
1

今
市

工
1

鹿
沼

東
1

鹿
 
沼

1
鹿

沼
東

1
鹿

 
沼

1

2
7

作
　

新
1

作
　

新
1

宇
　

商
1

栃
木

工
1

宇
短

附
1

宇
　

商
1

鹿
商

工
1

真
岡

工
1

佐
清

澄
1

鹿
商

工
1

2
8

国
学

栃
1

2
9

烏
 
山

1
烏

 
山

1
鹿

 
沼

1
馬

 
頭

1
鹿

 
沼

1

3
0

佐
 
野

1
佐

 
野

1
佐

野
東

1
佐

野
東

1

3
1

佐
野

東
1

佐
野

東
1

小
山

南
1

小
山

南
1

3
2

真
北

陵
1

真
北

陵
1

3
4

宇
都

宮
1

真
 
岡

1
大

田
原

1
宇
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楊

1
栃

木
女

1

3
5

足
 
利

1
栃

翔
南

1
烏

 
山

1
さ
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ら
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宇
中
女

宇
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1
小
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1

3
6

宇
　

工
1

作
　

新
1

宇
　

工
1

作
　

新
1

他
宇

白
楊

1
宇

白
楊

1
合
計

3
1

2
6

2
5

1
9

1
3

2
5

1
5

1
0

1
5

1
3

1
0

1
2

8
7

2
2
9

2
2
9

2
2
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年
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高
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校
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部

活
動
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点

校
一

覧
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/3
/2
4

N
o
.

競
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名

重
点

強
化
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点

校
強

化
推

進
拠

点
校

普
及

育
成

推
進

拠
点

校

男
子

女
子

男
子

9
体

操

女
子

男
子

女
子

陸
上

競
技

軟
式

野
球

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

サ
ッ

カ
ー

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

卓
球

相
撲

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

1
1

水
泳

ス
キ

ー

1
3

ス
ケ

ー
ト

フ
ェ

ン
シ

ン
グ

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

ラ
グ

ビ
ー

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

柔
道

弓
道

剣
道

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ク

シ
ン

グ

レ
ス

リ
ン

グ

自
転

車

テ
ニ

ス

男
女

計

小
計ホ
ッ

ケ
ー

空
手

道

な
ぎ

な
た

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

ボ
ー

ト

カ
ヌ

ー

区
分

小
計

R
5
年

度
拠

点
校

指
定

な
し

2
6

5
7

5
0

3
8

2
7

5
7

1
0
7

6
5

ラ
イ

フ
ル

射
撃

登
山

ダ
ン

ス

少
林

寺
拳

法

馬
術

3
1
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● 栃木県競技力向上対策本部事務局　案内図

栃栃木木県県庁庁

（（本本館館））

栃栃木木県県競競技技力力向向上上対対策策本本部部事事務務局局
（生活文化スポーツ部スポーツ振興課内）

◆所在地 〒３２０－８５０１

栃木県宇都宮市塙田１－１－２０本館７階

◆電 話 ０２８－６２３－３３６８・３５７５

ＦＡＸ ０２８－６２３－３４１１
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●栃栃木木県県競競技技力力向向上上対対策策本本部部

〒 320-8501

栃木県宇都宮市塙田1-1-20 ７階 028-623-3368･3575

028-623-3411

●国国民民体体育育大大会会　　各各実実行行委委員員会会

　【特別大会本大会】 〒 890-8577

鹿児島県鹿児島市鴨池新町10－1 099-286-2874

099-286-5553

　【第78回大会冬季大会／ 〒 053-8722

北海道苫小牧市旭町４－５－６ 0144-84-7433

0144-34-7717

　【第78回大会冬季大会／スキー競技会 〒 990-8570

山形県山形市松波２－８－１ 023-630-2488

山形県教育庁スポーツ保健課 023-630-2868

国民スポーツ大会推進室内

　【特別大会関東ブロック大会】 〒 330-9301

埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15-1 048-830-6953

　本庁舎　３階 048-830-4967

●公公益益財財団団法法人人栃栃木木県県ススポポーーツツ協協会会

＜事務局＞ 〒 321-0152

栃木県宇都宮市西川田4-1-1 028-680-7771

　 栃木県総合運動公園第2陸上競技場内 028-615-5151

〒 321-0152

栃木県宇都宮市西川田4-1-1 028-645-2080

　 カンセキスタジアムとちぎ内 028-645-2030

公益財団法人栃木県スポーツ協会

とちぎスポーツ医科学センター ＴＥＬ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＴＥＬ

ＦＡＸ

「やまがた雪未来国スポ」

苫小牧市実行委員会

ＦＡＸ

ＴＥＬ

関係連絡先一覧

＜事務局＞

生活文化スポーツ部
スポーツ振興課競技力向上対策本部事務局

山形県実行委員会事務局

特別国民体育大会関東ブロック大会
埼玉県実行委員会

ＴＥＬ

ＴＥＬ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会
実行委員会

ＴＥＬ

ＴＥＬ

　　スケート・アイスホッケー競技会】
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小さな掛金、大きな補償

令和4年12月作成　22TC-100081

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課 公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（令和5年4月予定）〉
あいおいニッセイ同和  共栄火災  損保ジャパン  大同火災  東京海上日動  日新火災  三井住友海上  AIG損保

　   0120-233-801
（平日9：00～17：00）

本広告はスポーツ安全保険の概要を掲載しており、ご加入の際には、必ず「スポーツ安全保険のあらまし」及び「重要事項説明書」をよくお読みください。詳
細は保険約款及び特約書によりますが、ご不明の点については（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保険（株）へお問い合わせください。

検索スポーツ安全保険

A4

保険期間

令和5年4月1日午前0時から
令和6年3月31日午後12時まで

保険内容

詳しい保険の内容は、
ホームページなどをご覧ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

友だち募集中！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
簡
単
お
手
続
き

加入対象者 補償対象となる団体・グループ活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

※

子ども
（中学生以下）

※
全年齢

大人
（高校生
以上）

大人
（高校生
以上）

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

●スポーツ活動中の事故は補償の対象外です。

●A2区分で対象となる活動も補償されます。

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

A1

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象C

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象B

AW

A2

D

800円

1,850円

1,200円

800円

1,450円

4,850円

5,000円

11,000円

C
64歳以下

CW
64歳以下

BW
65歳以上

B
65歳以上

加入区分

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。※特別支援学校高等部の生徒を含みます。
（注）C・B・CW・BW区分の年齢の判断は「令和5年4月1日」を基準とします。

（
個
人
活
動
補
償
型
）

ワ
イ
ド
コ
ー
ス

パソコン･スマホで
 だれでも、かんたん
  便利に使いやすい！







令和5（2023）年度令和5（2023）年度

競技力向上事業競技力向上事業

栃木県競技力向上対策本部

令
和
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2
0
2
3
）年
度

　競
技
力
向
上
事
業

栃
木
県
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技
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向
上
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